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2012年(平成24年)度 User-Program Support for Overseas Experiments ( 2012 - 2017 )

海外施設名 装置名 所属機関 職位（学年） 申請者氏名 課題番号 装置 採択課題名 代表者所属 代表者氏名 旅程

1 㻵㻸㻸 㻰23 東京大学 教授 佐賀山　基 11533
(㻴23転送課題)

5㻳 マルチフェロイック㻹n3㻻4の高磁場領域におけるスピン配列の変化 東京大学 佐賀山　基 2012.06.22-06.29

2 㻵㻸㻸 㻲㻵㻳㻭㻾㻻 九州大学 㻰2 堀　耕一郎 11665
(㻴23転送課題)

㻯3-1-2-3 混合液体と接触した高分子界面の凝集構㐀 九州大学 田中　敬二 2012.07.07-07.12

3 㻵㻿㻵㻿 㻸et 東京大学 准教授 益田　隆嗣 12573 㻯1-1 㼇㻯u2(bza)4(pyz)]nにおける吸着酸素分子の磁気相関 東京大学 左右田　稔 2012.05.17-05.26

4 㻵㻿㻵㻿 㻸et 東京大学 助教 左右田　稔 12573 㻯1-1 㼇㻯u2(bza)4(pyz)]nにおける吸着酸素分子の磁気相関 東京大学 左右田　稔 2012.05.17-05.29

5 㻭㻺㻿㼀㻻 㻱㻯㻴㻵㻰㻭 東京工業大学 㻰3 尾本　和樹 12723　他 㼀1-3 鉛フリー圧電体ニオブ酸銀系材料の結晶構㐀と誘電性　他 東京工業大学 八島　正知 2012.05.09-05.17

6 㻵㻸㻸 㻰11 お茶の水女子大学 教授 古川　はづき 12581 㻯1-2 新規㻲e系超伝導㻮a㻲e2(㻭㻿,㻼)2の磁束研究 お茶の水女子大学 古川　はづき 2012.06.24-06.29

7 㻭㻺㻿㼀㻻 㻱㻯㻴㻵㻰㻭 東京工業大学 㻹2 原武　大樹 12723　他 㼀1-3 鉛フリー圧電体ニオブ酸銀系材料の結晶構㐀と誘電性　他 東京工業大学 八島　正知 2012.05.09-05.17

8 㻭㻺㻿㼀㻻 㼀㻭㻵㻼㻭㻺 東北大学 准教授 藤田　全基 12539 6㻳 新規㼀'構㐀銅酸化物㻼r2-x㻯ax㻯u㻻4における磁気相関のホールドープ効果 東北大学 藤田　全基 2012.05.29-06.05

9 㻭㻺㻿㼀㻻 㼀㻭㻵㻼㻭㻺 東北大学 㻰1 堤　健之 12539 6㻳 新規㼀'構㐀銅酸化物㻼r2-x㻯ax㻯u㻻4における磁気相関のホールドープ効果 東北大学 藤田　全基 2012.05.29-06.05

10 㻵㻸㻸 㻵㻺5 岡山大学 准教授 奥地　拓生 11648
(㻴23転送課題)

㻯3-1-1 水素ハイドレートのトンネル拡散過程 東京大学 山室　修 2012.07.26-08.02

11 㻭㻺㻿㼀㻻 㻱㻯㻴㻵㻰㻭 京都大学 助教 小林　洋治 12700 㼀1-3 異常高原子価を持つ(㻮a,㻿r)㻲e㻻3の磁気構㐀と相境界の解明 京都大学 陰山　洋 2012.06.27-07.04

12 㻭㻺㻿㼀㻻 㻱㻯㻴㻵㻰㻭 京都大学 㻰3 山本　隆文 12700 㼀1-3 異常高原子価を持つ(㻮a,㻿r)㻲e㻻3の磁気構㐀と相境界の解明 京都大学 陰山　洋 2012.06.27-07.04

13 㻲㻾㻹-㻵㻵 㻼㼁㻹㻭 東北大学 㻹2 奈良　壮 12540,12680 6㻳,㼀1-2 反強磁性金属㻹n3㻿iにおける高温スピン励起 東北大学 平賀　晴弘 2012.09.02-09.11

14 㻲㻾㻹-㻵㻵 㻼㼁㻹㻭 東北大学 助教 平賀　晴弘 12540,12681 6㻳,㼀1-2 反強磁性金属㻹n3㻿iにおける高温スピン励起 東北大学 平賀　晴弘 2012.09.02-09.11

15 㻵㻸㻸 㻵㻺5 東京電機大学 准教授 山室　憲子
11647

(㻴23転送課題)
㻯3-1-1 両性イオン適合溶質グリシンベタインの水溶液のダイナミクス 東京電機大学 山室　憲子 2012.07.23-08.03

16 㻴㻭㻺㻭㻾㻻 4㻯㻰 東北大学 㻹2 古川　圭作 12730 㼀2-2 マルチフェロイック物質(㻮i,㻱u)㻹n2㻻5の圧力誘起磁気秩序と強誘電性 東北大学 木村　宏之 2012.06.14-06.19

17 㻴㻭㻺㻭㻾㻻 㻴㻾㻼㻰 東北大学 㻹2 萩谷　聡 12701 㼀1-3 混晶系マルチフェロイクス(1-x)㻮i㻲e㻻3-x㻼b㼀i㻻3の㻹㻼㻮近傍の結晶構㐀と磁気構㐀 東北大学 木村　宏之 2012.06.03-06.09

18 㻴㻭㻺㻭㻾㻻 40ｍ㻿㻭㻺㻿 東京大学 㻰2 西　健吾 12597 㻯1-2 温度応答性部位を有する㼀etraゲルの構㐀解析 東京大学 酒井　崇匡 2012.07.08-07.14

19 㻴㻭㻺㻭㻾㻻 40ｍ㻿㻭㻺㻿 東京大学 㻹2 橋本　慧 12606 㻯1-2 時分割㻿㻭㻺㻿法によるイオン液体中のゲル化反応メカニズム解明 東京大学 柴山　充弘 2012.07.08-07.14

20 㻵㻸㻸 㻵㻺5 首都大学東京 准教授 門脇　広明 11567
(㻴23転送課題)

㻯1-1 量子スピンアイスの研究 首都大学東京 門脇　広明 2012.09.25-10.01

21 㻵㻸㻸 㻵㻺14 琉球大学 准教授 阿曽　尚文 11563
(㻴23転送課題)

㻯1-1 空間反転対称性のない超伝導体㻯e㻵r㻿i3の磁気励起 琉球大学 阿曽　尚文 2012.10.21-10.31

22 㻭㻺㻿㼀㻻 㻱㻯㻴㻵㻰㻭 京都大学 㻰3 山本　隆文 12699 㼀1-3 層間酸素を含んだ鉄平面４配位酸化物 京都大学 陰山　洋 2012.10.24-10.29

23 㻵㻸㻸 㻵㻺11 福岡大学 教授 山口　敏男 12629 㻯3-1-1 有機無機ハイブリッドメソポーラスシリカ中に閉じ込めた水とメタノールのダイナミクス 福岡大学 山口　敏男 2012.10.22-11.04

24 㻴㻭㻺㻭㻾㻻 㻴㻾㻼㻰 東京工業大学 㻹2 兼子　直人 12723　他 㼀1-3 鉛フリー圧電体ニオブ酸銀系材料の結晶構㐀と誘電性　他 東京工業大学 八島　正知 2012.11.21-11.26

25 㻴㻭㻺㻭㻾㻻 㻴㻾㻼㻰 東京工業大学 㻹2 原武　大樹 12723　他 㼀1-3 鉛フリー圧電体ニオブ酸銀系材料の結晶構㐀と誘電性　他 東京工業大学 八島　正知 2012.11.21(往路)
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2012年(平成24年)度 User-Program Support for Overseas Experiments ( 2012 - 2017 )

海外施設名 装置名 所属機関 職位（学年） 申請者氏名 課題番号 装置 採択課題名 代表者所属 代表者氏名 旅程

26 㻴㻭㻺㻭㻾㻻 40ｍ㻿㻭㻺㻿 高エネ研 研究員 貞包 浩一朗 12596 㻯1-2 界面不活性の働きをする界面活性剤 高エネ研 貞包 浩一朗 2012.12.02（往路)

27 㻼㻿㻵 㼀ri㻯㻿 東京大学 特任研究員 萩原　雅人 12694 㼀1-3 擬一次元鎖フラストレーション磁性体㻿r㻯o2㼂2㻻8の中性子回折 東京大学 萩原　雅人 2012.10.20-10.27

28 㻵㻸㻸 㻰33 お茶の水女子大学 教授 古川　はづき
12581
12582

㻯1-2
新規㻲e系超伝導㻮a㻲e2(㻭㻿,㻼)2の磁束研究
中性子小角散乱実験による㻿r2㻾u㻻4の異常金属状態の研究

お茶の水女子大学 古川　はづき 2012.12.02-12.13

29 㻲㻾㻹-㻵㻵 㼀㻻㻲㼀㻻㻲 東京大学 助教 古府 麻衣子 12626 㻯3-1-1
㻹(㻻㻴)(bdc-㻾) (㻹=㻲e, 㻭l, bdc=terephthalate, 㻾=㻺㻴2,㻻㻴,(㻯㻻㻻㻴)2)配位高分子の酸発
生基によるプロトン伝導性の制御

京都大学 北川　宏 2013.02.03-02.12

30 㻲㻾㻹-㻵㻵 㼀㻻㻲㼀㻻㻲 東京大学 㻹1 宮津　怜嗣 12626 㻯3-1-1
㻹(㻻㻴)(bdc-㻾) (㻹=㻲e, 㻭l, bdc=terephthalate, 㻾=㻺㻴2,㻻㻴,(㻯㻻㻻㻴)2)配位高分子の酸発
生基によるプロトン伝導性の制御

京都大学 北川　宏 2013.02.03-02.12

31 㻵㻿㻵㻿 㻵㻾㻵㻿 東京大学 助教 古府 麻衣子 12632 㻯3-1-1 逆浸透膜表面における水のダイナミクス 東京大学 山室　修 2013.02.17-03.11

32 㻵㻿㻵㻿 㻵㻾㻵㻿 東京大学 准教授 山室　修 12632 㻯3-1-1 逆浸透膜表面における水のダイナミクス 東京大学 山室　修 2013.02.28-03.11
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2013年(平成25年)度 User-Program Support for Overseas Experiments ( 2012 - 2017 )

海外施設名 装置名 所属機関 職位（学年） 申請者氏名 課題番号 装置 採択課題名 代表者所属 代表者氏名 旅程

1 㻺㻵㻿㼀 㻴㻲㻮㻿 東京大学 教授 山室　修 13620 㻯3-1-1 㻴2-㻿㻲6ハイドレート中の水素の拡散ダイナミクス 東京大学 古府　麻衣子 2013.05.28-06.11

2 㻺㻵㻿㼀 㻴㻲㻮㻿 東京大学 助教 古府　麻衣子 13620 㻯3-1-1 㻴2-㻿㻲6ハイドレート中の水素の拡散ダイナミクス 東京大学 古府　麻衣子 2013.05.28-06.11

3 㻴㻭㻺㻭㻾㻻 㻿㻭㻺㻿 名古屋大学 准教授 高野　敦志 13604 㻯1-2 結び目を有する環状高分子の溶液中のコンフォメーション 名古屋大学 高野　敦志 2013.06.02-06.05

4 㻴㻭㻺㻭㻾㻻 㻿㻭㻺㻿 名古屋大学 㻰1 土肥　侑也 13604 㻯1-2 結び目を有する環状高分子の溶液中のコンフォメーション 名古屋大学 高野　敦志 2013.06.02-06.05

5 㻭㻺㻿㼀㻻 㻱㻯㻴㻵㻰㻺㻭 東京工業大学 㻹2 江崎　勇一 13679 㼀1-3 新規㻭㻭'㻮㻻4型構㐀をもつ混合イオン伝導体の結晶構㐀とイオン伝導経路の解明 東京工業大学 藤井　孝太郎 2013.06.06-06.14

6 㻭㻺㻿㼀㻻 㻱㻯㻴㻵㻰㻺㻭 東京工業大学 㻹2 上田　孝志朗 13679 㼀1-3 新規㻭㻭'㻮㻻4型構㐀をもつ混合イオン伝導体の結晶構㐀とイオン伝導経路の解明 東京工業大学 藤井　孝太郎 2013.06.06-06.14

7 㻴㻭㻺㻭㻾㻻 40m㻿㻭㻺㻿 東京大学 㻰2 草野　巧巳 13596 㻯1-2 燃料電池電極用触媒インクの構㐀解析 東京大学 柴山　充弘 2013.06.30-07.06

8 㻴㻭㻺㻭㻾㻻 40m㻿㻭㻺㻿 東京大学 㻹2 廣井　卓思 13596 㻯1-2 燃料電池電極用触媒インクの構㐀解析 東京大学 柴山　充弘 2013.06.30-07.06

9 㻼㻿㻵 㻿㻵㻺㻽 㼀㻭㻿㻼 東京大学 助教 左右田　稔 13532, 13570 5㻳, 㻯1-1 㻭2㻯o㻿i2㻻7(㻭=㻯a and 㻮a)におけるエレクトロマグノン 東京大学 左右田　稔 2013.08.25-09.04

10 㻼㻿㻵 㻿㻵㻺㻽 㼀㻭㻿㻼 東京大学 㻹1 林田　翔平 13532, 13570 5㻳, 㻯1-1 㻭2㻯o㻿i2㻻7(㻭=㻯a and 㻮a)におけるエレクトロマグノン 東京大学 左右田　稔 2013.08.25-09.04

11 㻴㼆㻮 㻱4 東京理科大学 㻹2 玉㐀　博夢
12658
12659

㼀1-1
スピン格子結合系㻯u㻲e㻻2のスピン波分散関係の一軸応力変化
スピン誘導型強誘電体㻯u㻲e㻻2における磁気ピエゾ効果

東京理科大学 満田　節生 2013.09.17-10.06

12 㻴㼆㻮 㻱4 東京理科大学 㻹1 保坂　翔太
12658
12659

㼀1-1
スピン格子結合系㻯u㻲e㻻2のスピン波分散関係の一軸応力変化
スピン誘導型強誘電体㻯u㻲e㻻2における磁気ピエゾ効果

東京理科大学 満田　節生 2013.09.17-09.24

13 㻻㻾㻺㻸 㻿㻺㻿 㻺㻿㻱 東京大学 教授 柴山　充弘 13612 㻯2-3-1 㼀etra-㻼㻱㻳 イオンゲル・ハイドロゲルの動的挙動の解析 東京大学 柴山　充弘 2013.08.12-08.19

14 㻻㻾㻺㻸 㻿㻺㻿 㻺㻿㻱 東京大学 㻹2 廣井　卓思 13612 㻯2-3-1 㼀etra-㻼㻱㻳 イオンゲル・ハイドロゲルの動的挙動の解析 東京大学 柴山　充弘 2013.08.12-08.27

15 㻴㻭㻺㻭㻾㻻 㻴㻾㻼㻰 東京工業大学 助教 藤井　孝太郎 13699 㼀1-3 格子間酸素を利用したイオン伝導性セラミックスの結晶構㐀とイオン拡散経路 東京工業大学 八島　正知 2013.07.14-07.20

16 㻻㻾㻺㻸 㻿㻺㻿 㻯㻺㻯㻿 東京大学 准教授 益田　隆嗣 13531, 13569 5㻳, 㻯1-1 カゴメ格子・三角格子積層系㼅㻮a㻯o4㻻7の磁気励起 東京大学 左右田　稔 2013.08.21-08.27

17 㻻㻾㻺㻸 㻿㻺㻿 㻯㻺㻯㻿 東京大学 助教 左右田　稔 13531, 13569 5㻳, 㻯1-1 カゴメ格子・三角格子積層系㼅㻮a㻯o4㻻7の磁気励起 東京大学 左右田　稔 2013.08.18-08.24

18 㻼㻿㻵 㻿㻭㻺㻿-1 お茶の水女子大学 教授 古川　はづき 13578 㻯1-2 希釈冷凍機温度領域における㻯e㻹㻵n5(㻹=㻯o, 㻵r)の磁束の磁気形状因子の異常 お茶の水女子大学 古川　はづき 2013.09.04-09.18

19 㻼㻿㻵 㻿㻭㻺㻿-1 お茶の水女子大学 㻰2 呉　麻美子 13578 㻯1-2 希釈冷凍機温度領域における㻯e㻹㻵n5(㻹=㻯o, 㻵r)の磁束の磁気形状因子の異常 お茶の水女子大学 古川　はづき 2013.09.04-09.19

20 㻸㻸㻮 6㼀2 東北大学 准教授 岩佐　和晃
13543

13557, 13702
6㻳

㻯1-1, 㼀2-2
㻼r㻵r2㼆n20における非㻷ramers二重項による四極子秩序の検証
㻰y㻲e2㼆n20における異方性変化を伴う逐次磁気相転移

東北大学 岩佐　和晃 2013.10.12-10.21

21 㻭㻺㻿㼀㻻 㻱㻯㻴㻵㻰㻺㻭 東京大学 㻰1 白　椽大 13559 㻯1-1 スピン・ネマティック相関の検出 東京大学 益田　隆嗣 2013.10.06-10.14

22 㻭㻺㻿㼀㻻 㻱㻯㻴㻵㻰㻺㻭 東京大学 㻹1 林田　翔平 13559 㻯1-1 スピン・ネマティック相関の検出 東京大学 益田　隆嗣 2013.10.06-10.14

23 㻵㻿㻵㻿 㻻㻿㻵㻾㻵㻿 慶應義塾大学 講師 千葉　文野 13615 㻯3-1-1 㻳e㼀e系の液液転移と個別原子拡散 慶應義塾大学 千葉　文野 2013.09.29-10.10

24 㻵㻿㻵㻿 㻻㻿㻵㻾㻵㻿 㻶㻭㻱㻭 主任研究員 服部　高典 13615 㻯3-1-1 㻳e㼀e系の液液転移と個別原子拡散 慶應義塾大学 千葉　文野 2013.09.29-10.10

25 㻻㻾㻺㻸 㻴㻲㻵㻾 㻳㻼-㻿㻭㻺㻿 お茶の水女子大学 㻰2 呉　麻美子 13576 㻯1-2 空間反転対称性の破れた超伝導体のヘリカル磁束格子の観測 お茶の水女子大学 古川　はづき 2013.10.07-10.14
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26 㻴㻭㻺㻭㻾㻻 㻲㻯㻰 東北大学 教授 木村　宏之 12730 㼀2-2 マルチフェロイック物質(㻮i,㻱u)㻹n2㻻5の圧力誘起磁気秩序と強誘電性 東北大学 木村　宏之 2013.11.04-11.14

27 㻺㻵㻿㼀 㻮㼀-7 首都大学東京 助教 高津　浩 13558 㻯1-1 量子スピンアイスの研究 首都大学東京 門脇　広明 2014.01.26-02.03

28 㻴㻭㻺㻭㻾㻻 18m㻿㻭㻺㻿 立命館大学 助教 貞包 浩一朗 13589 㻯1-2 界面不活性の働きをする界面活性剤 立命館大学 貞包 浩一朗 2013.12.19-12.22

29 㻴㻭㻺㻭㻾㻻 18m㻿㻭㻺㻿 立命館大学 㻹2 高木　寛和 13589 㻯1-2 界面不活性の働きをする界面活性剤 立命館大学 貞包 浩一朗 2013.12.19-12.23

30 㻲㻾㻹Ⅱ 㼀㻻㻲㼀㻻㻲 大阪大学 准教授 金子　文俊 13617 㻯3-1-1 非晶性高分子の分子運動への超臨界二酸化炭素の影響 大阪大学 金子　文俊 2014.01.15-01.25

31 㻺㻵㻿㼀 㻴㻲㻮㻿 東京大学 教授 山室　修 13627 㻯3-1-1 多孔性配位高分子㻹㻵㻸-55におけるプロトン伝導ダイナミクス 東京大学 山室　修 2013.12.01-12.10

32 㻺㻵㻿㼀 㻴㻲㻮㻿 東京大学 㻹2 宮津　怜嗣 13627 㻯3-1-1 多孔性配位高分子㻹㻵㻸-55におけるプロトン伝導ダイナミクス 東京大学 山室　修 2013.12.01-12.10

33 㻴㻭㻺㻭㻾㻻 40m㻿㻭㻺㻿 東京大学 㻹1 廣澤　和 13592 㻯1-2 ＰＥＧ／ＰＤＭＳ相互連結相構㐀を有する高分子ゲルの構㐀解析 東京大学 酒井　崇匡 2014.01.05-01.11

34 㻴㻭㻺㻭㻾㻻 40m㻿㻭㻺㻿 東京大学 㻹2 廣井　卓思 13592 㻯1-2 ＰＥＧ／ＰＤＭＳ相互連結相構㐀を有する高分子ゲルの構㐀解析 東京大学 酒井　崇匡 2014.01.05-01.11

35 㻴㻭㻺㻭㻾㻻 㻿㻭㻺㻿 名古屋大学 㻹2 木下　敬太 13604 㻯1-2 結び目を有する環状高分子の溶液中のコンフォメーション 名古屋大学 高野　敦志 2014.01.09-01.14

36 㻴㻭㻺㻭㻾㻻 㻿㻭㻺㻿 名古屋大学 㻹2 小林　侑生 13604 㻯1-2 結び目を有する環状高分子の溶液中のコンフォメーション 名古屋大学 高野　敦志 2014.01.09-01.14

37 㻺㻵㻿㼀 㻰㻯㻿 東京大学 助教 古府 麻衣子 13408 㻯3-1-1 㻭㻳㻺㻱㻿(高分解能パルス冷中性子分光器) 㻵㻾㼀課題 東京大学 古府 麻衣子 2014.01.16-01.23

38 㻺㻵㻿㼀 㻰㻯㻿 東京大学 教授 山室　修 13408 㻯3-1-1 㻭㻳㻺㻱㻿(高分解能パルス冷中性子分光器) 㻵㻾㼀課題 東京大学 古府 麻衣子 2014.01.18-01.23

39 㻭㻺㻿㼀㻻 㼃㻻㻹㻮㻭㼀 京都大学 准教授 藤田　晃司 12693 㼀1-3 ニオブ酸リチウム型構㐀をもつ遷移金属酸化物の磁気構㐀 京都大学 藤田　晃司 2014.02.04-02.09

40 㻭㻺㻿㼀㻻 㼃㻻㻹㻮㻭㼀 京都大学 㻰1 河本　崇博 12693 㼀1-3 ニオブ酸リチウム型構㐀をもつ遷移金属酸化物の磁気構㐀 京都大学 藤田　晃司 2014.02.04-02.09

41 㻸㻸㻮 6㼀2 広島大学 准教授 松村　武 13547 6㻳 㻯e0.5㻸a0.5㻮6における磁気八極子秩序の検証 広島大学 松村　武 2014.02.25-03.11

42 㻵㻿㻵㻿 㻵㻾㻵㻿 東京大学 助教 古府　麻衣子 13626 㻯3-1-1 逆浸透膜表面での水のダイナミクス 東京大学 山室　修 2014.03.12-03.21

43 㻵㻿㻵㻿 㻵㻾㻵㻿 東京大学 研究員 根本　文也 13626 㻯3-1-1 逆浸透膜表面での水のダイナミクス 東京大学 山室　修 2014.03.12-03.21
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1 㻻㻾㻺㻸 㻿㻺㻿 㻴㼅㻿㻼㻱㻯 東京大学 助教 左右田　稔 13570 㻯1-1 㻭2㻯o㻿i2㻻7(㻭=㻯a and 㻮a)におけるエレクトロマグノン 東京大学 左右田　稔 2014.05.05-05.13

2 㻼㻿㻵
㻿㻵㻺㻽 㻰㻹㻯, 

㻴㻾㻼㼀
物質・材料研究機構 研究員 長谷　正司

14806
14807

5㻳
偏極中性子を用いた㻯u3㻹o2㻻9単結晶の磁気構㐀の決定
(㻯u㼆n)3㻹o2㻻9単結晶の磁気反射の測定

物質・材料
研究機構

長谷　正司 2014.07.10-07.23

3 㻻㻾㻺㻸 㻿㻺㻿 㻴㼅㻿㻼㻱㻯 東京大学 准教授 益田　隆嗣 13570 㻯1-1 㻭2㻯o㻿i2㻻7(㻭=㻯a and 㻮a)におけるエレクトロマグノン 東京大学 左右田　稔 2014.05.05-05.10

4 㻵㻿㻵㻿 㻹㻱㻾㻸㻵㻺 東京大学 准教授 益田　隆嗣 14559 㻯1-1 正方格子磁性体における新規磁気相の探索 東京大学 益田　隆嗣 2014.06.10-06.16

5 㻵㻿㻵㻿 㻹㻱㻾㻸㻵㻺 東京大学 㻰2 白　椽大 14559 㻯1-1 正方格子磁性体における新規磁気相の探索 東北大学 白　椽大 2014.06.10-06.17

6 㻵㻿㻵㻿 㻹㻭㻾㻵 東京大学 助教 左右田　稔 14522 5㻳 㻿=1/2正四面体をもつ㻮a3㼅b2㼆n5㻻11の磁気励起 東京大学 左右田　稔 2014.07.16-07.23

7 㻺㻵㻿㼀 㻺㻯㻺㻾 首都大学東京 准教授 門脇　広明 14564 㻯1-1 量子スピン液体の研究 首都大学東京 門脇　広明 2014.05.21-05.27

8 㻼㻿㻵 㻿㻭㻺㻿-1 お茶の水女子大学 教授 古川　はづき 14573 㻯1-2 㻲e系超伝導体の磁束研究 お茶の水女子大学 古川　はづき 2014.05.27-06.03

9 㻭㻺㻿㼀㻻 㻱㻯㻴㻵㻰㻺㻭 東京工業大学 㻹2 齋藤　千紘 14657 㼀1-3
新規ペロブスカイト関連㻭㻭'㻮㻻4型構㐀をもつ混合イオン伝導体の結晶構㐀とイオン伝
導経路の解明

東京工業大学 藤井 孝太郎 2014.05.21-05.31

10 㻭㻺㻿㼀㻻 㻱㻯㻴㻵㻰㻺㻭 東京工業大学 㻰2 川村　圭司 14657 㼀1-3
新規ペロブスカイト関連㻭㻭'㻮㻻4型構㐀をもつ混合イオン伝導体の結晶構㐀とイオン伝
導経路の解明

東京工業大学 藤井 孝太郎 2014.05.21-05.31

11 㻭㻺㻿㼀㻻 㻽㼁㻻㻷㻷㻭 立命館大学 助教 貞包 浩一朗 14592 㻯1-2 界面不活性の働きをする界面活性剤 立命館大学 貞包 浩一朗 2014.08.17-08.23

12 㻼㻿㻵 㻲㻻㻯㼁㻿 福岡大学 教授 山口　敏男 14609 㻯3-1-1 メソポーラス物質に閉じ込めたジオキサン－水二成分溶液中の水分子のダイナミクス 福岡大学 山口　敏男 2014.08.10-08.19

13 㻼㻿㻵 㻲㻻㻯㼁㻿 福岡大学 㻹2 浦部　俊雄 14609 㻯3-1-1 メソポーラス物質に閉じ込めたジオキサン－水二成分溶液中の水分子のダイナミクス 福岡大学 山口　敏男 2014.08.10-08.19

14 㻺㻵㻿㼀 㻰㻯㻿 東京大学 教授 山室　修 14607 㻯3-1-1 㻴2-㻿㻲6ハイドレート中の水素の拡散ダイナミクス 東京大学 古府 麻衣子 2014.08.03-08.10

15 㻺㻵㻿㼀 㻰㻯㻿 東京大学 助教 古府 麻衣子 14607 㻯3-1-1 㻴2-㻿㻲6ハイドレート中の水素の拡散ダイナミクス 東京大学 古府 麻衣子 2014.08.03-08.13

16 㻵㻿㻵㻿 㻹㻭㻾㻵 東京大学 㻰2 白　椽大 14522 5㻳 㻿=1/2正四面体をもつ㻮a3㼅b2㼆n5㻻11の磁気励起 東京大学 左右田　稔 2014.07.15-07.23

17 㻺㻵㻿㼀 㻺㻿㻱 福岡大学 助教 吉田　亨次 14601 㻯2-3-1 リチウムイオン電解液の構㐀緩和 福岡大学 吉田　亨次 2014.09.05-09.13

18 㻺㻵㻿㼀 㻺㻿㻱 名古屋大学 助教 山口　毅 14601 㻯2-3-1 リチウムイオン電解液の構㐀緩和 福岡大学 吉田　亨次 2014.09.17-09.27

19 㻭㻺㻿㼀㻻 㻱㻯㻴㻵㻰㻺㻭 東京理科大学 助教 萩原　雅人 14656 㼀1-3 一次元フラストレート鎖 㻭㻹(㼂㻻4)(㻻㻰) (㻭=㻯a,㻿r;㻹=㻯o,㻺i)の磁気構㐀 東京理科大学 萩原　雅人 2014.08.17-08.25

20 㻭㻺㻿㼀㻻 㻱㻯㻴㻵㻰㻺㻭 東京理科大学 教授 元屋　清一郎 14656 㼀1-3 一次元フラストレート鎖 㻭㻹(㼂㻻4)(㻻㻰) (㻭=㻯a,㻿r;㻹=㻯o,㻺i)の磁気構㐀 東京理科大学 萩原　雅人 2014.08.17-08.25

21 㻭㻺㻿㼀㻻 㼃㻻㻺㻮㻭㼀 大阪府立大学 特別講師 山田　幾也 14902 㼀1-3 新規鉄ペロブスカイト酸化物の結晶構㐀・磁気構㐀の決定 大阪府立大学 山田　幾也 2014.08.10-08.16

22 㻭㻺㻿㼀㻻 㼃㻻㻺㻮㻭㼀 大阪府立大学 㻹1 村上　誠 14902 㼀1-3 新規鉄ペロブスカイト酸化物の結晶構㐀・磁気構㐀の決定 大阪府立大学 山田　幾也 2014.08.10-08.16

23 㻵㻸㻸 㻵㻺4 東京大学 准教授 益田　隆嗣 14528 5㻳 㻺a㻮a2㻹n3㻲11の磁気状態 東京大学 益田　隆嗣 2014.09.18-10.01

24 㻵㻸㻸 㻵㻺4 東京大学 㻹2 林田　翔平 14528 5㻳 㻺a㻮a2㻹n3㻲11の磁気状態 東京大学 益田　隆嗣 2014.09.18-10.01

25 㻭㻺㻿㼀㻻 㻱㻯㻴㻵㻰㻺㻭 東京大学 㻹2 林田　翔平 14903 㼀1-3 正方格子反強磁性体㻭2㻲e㻳e2㻻7の磁気構㐀 東京大学 益田　隆嗣 2014.10.07-10.12
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26 㻭㻺㻿㼀㻻 㻽㼁㻻㻷㻷㻭 東京大学 㻰1 廣井　卓思 14587 㻯1-2 親油性高分子電解質ゲルの各種誘電率を持つ溶媒下での網目構㐀解析 東京大学 柴山　充弘 2014.08.26-09.03

27 㻭㻺㻿㼀㻻 㻽㼁㻻㻷㻷㻭 東京大学 㻹2 栃岡　沙希 14587 㻯1-2 親油性高分子電解質ゲルの各種誘電率を持つ溶媒下での網目構㐀解析 東京大学 柴山　充弘 2014.08.26-09.03

28 㻭㻺㻿㼀㻻 㻽㼁㻻㻷㻷㻭 京都大学 助教 大場 洋次郎 14900 㻯1-2 塑性変形による鋼板中㻯u粒子の変形挙動の解析 京都大学 大場 洋次郎 2014.11.24-12.06

29 㻭㻺㻿㼀㻻 㻽㼁㻻㻷㻷㻭 京都大学 助教 佐藤　信浩 14570 㻯1-2 中性子小角散乱法による多孔性放射線合成ゲルのナノ構㐀解析 京都大学 佐藤　信浩 2014.11.24-12.06

30 㻭㻺㻿㼀㻻 㻽㼁㻻㻷㻷㻭 豊橋技術科学大学 㻰3 足立　望 14570 㻯1-2 中性子小角散乱法による多孔性放射線合成ゲルのナノ構㐀解析 京都大学 佐藤　信浩 2014.11.24-12.06

31 㻺㻵㻿㼀 㻺㻿㻱 東京大学 教授 山室　修 14611 㻯3-1-1 㻰ynamics of an ionic liquid 㻯16mim㻼㻲6 in 㻿m㻭 liquid crystal and liquid phases 東京大学 山室　修 2014.10.06-10.23

32 㻺㻵㻿㼀 㻺㻿㻱 東京大学 研究員 根本　文也 14611 㻯3-1-1 㻰ynamics of an ionic liquid 㻯16mim㻼㻲6 in 㻿m㻭 liquid crystal and liquid phases 東京大学 山室　修 2014.10.06-10.19

33 㻺㻵㻿㼀 㻴㻲㻮㻿 東京大学 助教 古府 麻衣子 14610 㻯3-1-1 㻺ew process of hydrogen diffusion in palladium hydrides 東京大学 山室　修 2014.10.06-10.23

34 㻺㻵㻿㼀 㻴㻲㻮㻿 東京大学 㻹1 橋下　直樹 14610 㻯3-1-1 㻺ew process of hydrogen diffusion in palladium hydrides 東京大学 山室　修 2014.10.06-10.19

35 㻼㻿㻵 㻿㻭㻺㻿-1 お茶の水女子大学 教授 古川　はづき 14573 㻯1-2 㻲e系超伝導体の磁束研究 お茶の水女子大学 古川　はづき 2014.10.01-10.08

36 㻭㻺㻿㼀㻻 㻱㻯㻴㻵㻰㻺㻭 兵庫県立大学 助教 川崎　郁斗 14901 㼀1-3 中性子散乱による㻿r1-x㻸ax㻾u㻻3のクラスターグラス相の研究 兵庫県立大学 川崎　郁斗 2014.11.29-12.08

37 㻵㻸㻸 㻵㻺8 総合科学研究機構 研究員 松浦　直人 14801 4㻳
ダイマーモット絶縁体κ-(㻮㻱㻰㼀-㼀㼀㻲)2㻯u㼇㻺(㻯㻺)2]㻯lにおけるマルチフェロイクスと電荷
揺らぎ・分子格子ダイナミクス

総合科学研究機構 松浦　直人 2014.12.08-12.19

38 㻭㻺㻿㼀㻻 㻱㻯㻴㻵㻰㻺㻭 茨城大学 准教授 横山　淳 14901 㼀1-3 中性子散乱による㻿r1-x㻸ax㻾u㻻3のクラスターグラス相の研究 兵庫県立大学 川崎　郁斗 2014.11.29-12.08

39 㻺㻵㻿㼀 㻮㼀-1 京都大学 助教 山本　隆文 14650 㼀1-3 異常高原子価を持つ（㻮a,㻿r）㻲e㻻3の磁気構㐀と相境界の解明 京都大学 山本　隆文 2014.11.23-11.30

40 㻺㻵㻿㼀 㻮㼀-1 京都大学 㻰1 竹入　史隆 14650 㼀1-3 異常高原子価を持つ（㻮a,㻿r）㻲e㻻3の磁気構㐀と相境界の解明 京都大学 山本　隆文 2014.11.23-11.30

41 㻭㻺㻿㼀㻻 㻱㻯㻴㻵㻰㻺㻭 東北大学 教授 佐藤　卓 14904 㼀1-3 㻿=2 籠目格子反強磁性体の磁気構㐀 東京工業大学 田中　秀数 2014.12.07-12.15

42 㻭㻺㻿㼀㻻 㻱㻯㻴㻵㻰㻺㻭 東京工業大学 㻹1 日比野　圭佑 14643 㼀1-3 層状ペロブスカイト型酸化物の結晶構㐀とイオン拡散経路 東京工業大学 八島　正知 2014.12.13-12.23

43 㻵㻸㻸 㻰23 お茶の水女子大学 教授 古川　はづき 14573 㻯1-2 㻲e系超伝導体の磁束研究 お茶の水女子大学 古川　はづき 2014.11.13-11.18

44 㻭㻺㻿㼀㻻 㻱㻯㻴㻵㻰㻺㻭 東京工業大学 㻹1 山田　駿太郎 14643 㼀1-3 層状ペロブスカイト型酸化物の結晶構㐀とイオン拡散経路 東京工業大学 八島　正知 2014.12.13-12.23

45 㻺㻵㻿㼀 㻺㻿㻱, 㻿㻭㻺㻿 首都大学東京 助教 川端　庸平
14579, 14602

14603
㻯1-2, 㻯2-3-1

㻯2-3-1
クラフト転移で自発形成するベシクルの臨界ベシクル濃度近傍でのダイナミクス
界面活性剤2分子膜のゲル状態での膜面内ダイナミクス

首都大学東京 川端　庸平 2015.01.22-02.06

46 㻸㻸㻮 6㼀2 東北大学 准教授 岩佐　和晃 14536, 14554 6㻳, 㻯1-1 㻼r㼀2㼆n20(㼀=㻾u,㻾h,㻻s,㻵r)における非㻷ramers二重項基底状態のエントロピー解放過程 東北大学 岩佐　和晃 2015.02.20-03.03

47 㻺㻵㻿㼀 㻺㻿㻱 東京大学 研究員 根本　文也 14905 㻯3-1-1
㻯ollective dynamics of alkyl-methyl imidaozlium based ionic liquids　with liquid 
crystallline phase

東京大学 山室　修 2015.02.03-02.16

48 㻻㻾㻺㻸 㻴㻲㻵㻾 㻳㻼-㻿㻭㻺㻿 東京大学 㻹2 廣澤　和 14906 㻯1-2 イオン液体中における刺激応答性高分子の温度応答性相転移 東京大学 柴山　充弘 2015.03.04-03.10
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1 㻴㼆㻮 㻱4 東京理科大学 㻰2 玉㐀　博夢 15522 㼀1-1 スピン格子結合系における磁気相転移と電気分極の一軸応力制御 東京理科大学 満田　節生 2015.04.19-05.02

2 㻴㼆㻮 㻱4 東京理科大学 㻹2 中村　天風 15522 㼀1-1 スピン格子結合系における磁気相転移と電気分極の一軸応力制御 東京理科大学 満田　節生 2015.04.19-05.02

3 㻭㻺㻿㼀㻻 㼀㻭㻵㻼㻭㻺 東京大学 㻹1 尾山　拓彌 15523 5㻳 㻹agnetic structures of 1㻰 frustrated chain compound 㻺a㻯u㻹o㻻4(㻻㻴) 東京大学 益田　隆嗣 2015.04.26-05.05

4 㻭㻺㻿㼀㻻 㼀㻭㻵㻼㻭㻺 東京大学 特別研究員 浅井　晋一郎 15523 5㻳 㻹agnetic structures of 1㻰 frustrated chain compound 㻺a㻯u㻹o㻻4(㻻㻴) 東京大学 益田　隆嗣 2015.04.26-05.05

5 㻭㻺㻿㼀㻻 㼃㻻㻹㻮㻭㼀 東北大学 教授 藤田　全基 15631 㼀1-3 㼀'構㐀銅酸化物の超伝導発現と結晶構㐀の関係 東北大学 藤田　全基 2015.05.03-05.07

6 㻵㻿㻵㻿 㻸㻱㼀 東京大学 教授 山室　修 15589 㻯3-1-1 逆浸透膜表面における水のダイナミクス 東京大学 山室　修 2015.04.26-05.03

7 㻵㻿㻵㻿 㻸㻱㼀 東京大学 助教 古府 麻衣子 15589 㻯3-1-1 逆浸透膜表面における水のダイナミクス 東京大学 山室　修 2015.04.26-05.03

8 㻵㻿㻵㻿 㻻siris 東京大学 助教 左右田　稔 15590 㻯3-1-1 リラクサー磁性体㻸u㻲e㻯o㻻4におけるナノドメインのダイナミクス 東京大学 左右田　稔 2015.07.11-07.22

9 㻼㻿㻵 㻴㻾㻼㼀 東京大学 特任研究員 浅井晋一郎 15807 㼀1-3
平面４配位構㐀を有する正方格子磁性体マンガン酸塩化物の磁気基 底状態の研究 

物質材料研究機構 辻本吉廣 2015.06.04-06.08

10 㻼㻿㻵 㻴㻾㻼㼀 物質材料研究機構 主任研究員 辻本　吉廣 15807 㼀1-3
平面５配位構㐀を有する正方格子磁性体マンガン酸塩化物の磁気基 底状態の研究 

物質材料研究機構 辻本吉廣 2015.06.04-06.07

11 㻭㻺㻿㼀㻻 㻽㼁㻻㻷㻷㻭 京都大学 教授 杉山　正明　 15554 㻯1-2 小角中性子散乱によるα-クリスタリンのサブユニット交換 京都大学 井上倫太郎　 2015.05.27-06.04

12 㻭㻺㻿㼀㻻 㻽㼁㻻㻷㻷㻭 京都大学 准教授 井上倫太郎 15554 㻯1-2 小角中性子散乱によるα-クリスタリンのサブユニット交換 京都大学 井上倫太郎　 2015.05.27-06.04

13 㻭㻺㻿㼀㻻 㻱㻯㻴㻵㻰㻺㻭 東京工業大学 㻹2 白岩　大裕 15616 㼀1-3 層状ペロブスカイト型酸化物の結晶構㐀とイオン拡散経路 東京工業大学 八島正知 2015.05.30-06.08

14 㻭㻺㻿㼀㻻 㻱㻯㻴㻵㻰㻺㻭 東京工業大学 㻹1 日比野圭佑 15616 㼀1-3 層状ペロブスカイト型酸化物の結晶構㐀とイオン拡散経路 東京工業大学 八島正知 2015.05.30-06.08

15 㻴㼆㻮 㻱4 東京理科大学 㻰2 玉㐀　博夢 15900 㼀1-1 2等辺三角格子反強磁性体㻯o㻺b206における交換相互作用定数の一軸応力による制御 東京理科大学 満田　節生 2015.07.04-07.28

16 㻴㼆㻮 㻱4 東京理科大学 㻹1 郡川ひろ子 15900 㼀1-1 2等辺三角格子反強磁性体㻯o㻺b206における交換相互作用定数の一軸応力による制御 東京理科大学 満田　節生 2015.07.12-07.28

17 㻲㻾㻹-㻵㻵 㻰㻺㻿 大阪大学 助教 中野岳仁 15516 5㻳 中性子回折によるアルカリ金属ナノクラスター強磁性体の研究 大阪大学 中野岳仁 2015.09.06-09.17

18 㻲㻾㻹-㻵㻵 㻰㻺㻿 大阪大学 㻹1 梅本尚嗣　 15516 5㻳 中性子回折によるアルカリ金属ナノクラスター強磁性体の研究 大阪大学 中野岳仁 2015.09.06-09.17

19 㻲㻾㻹-㻵㻵 㻿㻼㻻㻰㻵 東京大学 特任研究員 浅井晋一郎 15628 㼀1-3 㻹agnetic structures of frustrated magnets 東京大学 益田　隆嗣 2015.07.30-08.05

20 㻲㻾㻹-㻵㻵 㻿㻼㻻㻰㻵 東京大学 㻹1 吉田　俊也 15628 㼀1-3 㻹agnetic structures of frustrated magnets 東京大学 益田　隆嗣 2015.07.30-08.04

21 㻭㻺㻿㼀㻻 㻼㻱㻸㻵㻯㻭㻺 東京大学 准教授 益田隆嗣 15543 㻯-1-1
擬スピン 1/2 ブリージングパイロクロア磁性体㻮a3㼅b2㼆n5㻻11の非弾性中性子散乱研
究

東京大学 益田　隆嗣 2015.08.05-08.15

22 㻼㻿㻵 㼀ri㻯㻿 東京大学 助教 左右田　稔 15518 5㻳 マルチフェロイックス㻮a2㻯o㻳e2㻻7におけるエレクトロマグノンの偏極解析 東京大学 左右田　稔 2015.09.06-09.15

23 㻼㻿㻵 㼀ri㻯㻿 東京大学 助教 左右田　稔 15519 5㻳 マルチフェロイック㻯a2㻯o㻿i2㻻7の磁場下における新規磁気相 東京大学 左右田　稔 2015.09.20-09.29

24 㻼㻿㻵 㻿㻭㻺㻿-1 お茶の水女子大学 教授 古川はづき 15559 (14573) 㻯1-2 㻲e系超伝導体の磁束研究 お茶の水女子大学 古川はづき 2015.06.23-06.29

25 㻭㻺㻿㼀㻻 㻼㻱㻸㻵㻯㻭㻺 東京大学 㻰3 白椽大 15543 㻯-1-1
擬スピン 1/2 ブリージングパイロクロア磁性体㻮a3㼅b2㼆n5㻻11の非弾性中性子散乱研
究

東京大学 益田　隆嗣 2015.08.09-08.18
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26 㻼㻿㻵 㼀ri㻯㻿 東京大学 㻹1 吉田俊也 15519 5㻳 マルチフェロイック㻯a2㻯o㻿i2㻻7の磁場下における新規磁気相 東京大学 左右田　稔 2015.09.21-09.30

27 㻭㻺㻿㼀㻻 㻽㼁㻻㻷㻷㻭 東京大学 助教 㻸i　㼄iang　 15568 㻯1-2 電場印加時のゲル内での㻰㻺㻭の構㐀解析 東京大学 柴山　充弘 2015.08.17-08.23

28 㻭㻺㻿㼀㻻 㻽㼁㻻㻷㻷㻭 東京大学 㻰1 廣澤　和 15568 㻯1-2 電場印加時のゲル内での㻰㻺㻭の構㐀解析 東京大学 柴山　充弘 2015.08.17-08.23

29 㻭㻺㻿㼀㻻 㻽㼁㻻㻷㻷㻭 京都大学 教授 大場洋次郎 15563 㻯1-2 㻴㻼㼀加工により発現する純鉄中の特異な磁気構㐀の解明 京都大学 大場洋次郎 2015.10.07-10.20

30 㻭㻺㻿㼀㻻 㻽㼁㻻㻷㻷㻭 豊橋技術科学大学 㻰2 山本康次郎 15563 㻯1-2 㻴㻼㼀加工により発現する純鉄中の特異な磁気構㐀の解明 京都大学 大場洋次郎 2015.10.07-10.20

31 㻭㻺㻿㼀㻻 㻽㼁㻻㻷㻷㻭 豊橋技術科学大学 研究員 足立　望 15901 㻯1-2 塑性変形により形成する金属ガラスの不均一構㐀解析 豊橋技術科学大学 足立　望 2015.10.07-10.20

32 㻭㻺㻿㼀㻻 㻽㼁㻻㻷㻷㻭 豊橋技術科学大学 准教授 戸髙義一 15901 㻯1-2 塑性変形により形成する金属ガラスの不均一構㐀解析 豊橋技術科学大学 足立　望 2015.10.07-10.20

33 㻺㻵㻿㼀 㻴㻲㻮㻿 東京大学 教授 山室　修 15902 㻯3-1-1 水/逆浸透膜系の遅いダイナミクス 東京大学 山室　修 2015.08.02-08.15

34 㻺㻵㻿㼀 㻴㻲㻮㻿 東京大学 助教 古府 麻衣子 15902 㻯3-1-1 水/逆浸透膜系の遅いダイナミクス 東京大学 山室　修 2015.08.02-08.15

35 㻲㻾㻹-㻵㻵
㻿㻭㻺㻿-1
㻷㼃㻿-3

お茶の水女子大学 教授 古川はづき
15558 (14572)

14571
㻯1-2

空間反転対称性の破れた超伝導体のヘリカル磁束格子の観測
中性子小角散乱実験による㻿r2㻾u㻻4の異常金属状態の研究

お茶の水女子大学 古川はづき 2015.07.27-08.09

36 㻲㻾㻹-㻵㻵
㻿㻭㻺㻿-1
㻷㼃㻿-3

お茶の水女子大学 㻰1 高橋　美郷
15558 (14572)

14571
㻯1-2

空間反転対称性の破れた超伝導体のヘリカル磁束格子の観測
中性子小角散乱実験による㻿r2㻾u㻻4の異常金属状態の研究

お茶の水女子大学 古川はづき 2015.07.27-08.09

37 㻭㻺㻿㼀㻻 㻿㻵㻷㻭 東北大学 助教 鈴木謙介 15611 㼀1-2 㻭l置換した㻸a214系銅酸化物高温超伝導体のストライプ秩序と超伝導の研究 東北大学 鈴木謙介 2015.11.15-11.24

38 㻭㻺㻿㼀㻻 㻱㻯㻴㻵㻰㻺㻭 東北大学 助教 奥山　大輔 15621 㼀1-3 反転対称性の破れた磁性体㻾e5㻾u3㻭l2(㻾e=㻯e,㻼r,㻺d)の磁気秩序構㐀 東北大学 奥山　大輔 2015.10.20-10.29

39 㻭㻺㻿㼀㻻 㻱㻯㻴㻵㻰㻺㻭 東北大学 㻰1 牧野　晃也 15621 㼀1-3 反転対称性の破れた磁性体㻾e5㻾u3㻭l2(㻾e=㻯e,㻼r,㻺d)の磁気秩序構㐀 東北大学 奥山　大輔 2015.10.20-10.29

40 㻭㻺㻿㼀㻻 㻽㼁㻻㻷㻷㻭 京都大学 助教 佐藤信浩 15555 㻯1-2
放射線誘起反応に基づく機能性高分子多孔ゲルの合成と中性子小角散乱法による構
㐀解析

京都大学 佐藤信浩 2015.10.22-11.02

41 㻭㻺㻿㼀㻻 㻽㼁㻻㻷㻷㻭 京都大学 教授 裏出令子 15555 㻯1-2
放射線誘起反応に基づく機能性高分子多孔ゲルの合成と中性子小角散乱法による構
㐀解析

京都大学 佐藤信浩 2015.10.22-10.30

42 㻭㻺㻿㼀㻻 㻽㼁㻻㻷㻷㻭 京都大学 准教授 井上倫太郎 15577 㻯1-2 中性子小角散乱によるタンパク質凝縮物の構㐀解析 東京工業大学 野島達也 2015.10.22-11.02

43 㻴㼆㻮 㼂4 お茶の水女子大学 教授 古川はづき 15560 (14574) 㻯1-2 希釈冷凍機温度領域における㻯e㻯o㻵n5の磁束構㐀の磁場方向依存性 お茶の水女子大学 古川はづき 2015.09.27-10.08

44 㻲㻾㻹-㻵㻵 㼀㻻㻲㼀㻻㻲 東京大学 助教 古府 麻衣子 15588 㻯3-1-1 パラジウムナノ粒子中の水素原子の㏿いダイナミクス 東京大学 山室　修 2015.09.26-10.07

45 㻲㻾㻹-㻵㻵 㼀㻻㻲㼀㻻㻲 東京大学 㻹2 橋本直樹 15588 㻯3-1-1 パラジウムナノ粒子中の水素原子の㏿いダイナミクス 東京大学 山室　修 2015.09.26-10.07

46 㻺㻵㻿㼀 㻴㻲㻮㻿 東京大学 助教 古府 麻衣子 15904 㻯3-1-1 㻾㻻㻹-11.5㻰2㻻の遅いダイナミクス 東京大学 山室　修 2015.10.18-10.25

47 㻵㻸㻸 㻵㻺５ 首都大学東京 准教授 門脇広明 15545 㻯-1-1 量子スピン液体の研究 首都大学東京 門脇広明 2015.11.13-11.25

48 㻵㻸㻸 㻵㻺５ 首都大学東京 㻹2 脇田美香 15545 㻯-1-1 量子スピン液体の研究 首都大学東京 門脇広明 2015.11.13-11.25

49 㻸㻸㻮 ４㻲2 東北大学 准教授 岩佐和晃 15528 6㻳 㻯e3㼀4㻿n13 (㼀 = 㻯o, 㻾h) における磁気励起で見出す二重ギャップ電子状態 東北大学 岩佐和晃 2015.11.16-11.30

50 㻸㻸㻮 ４㻲2 東北大学 㻹2 大友優香 15528 6㻳 㻯e3㼀4㻿n13 (㼀 = 㻯o, 㻾h) における磁気励起で見出す二重ギャップ電子状態 東北大学 岩佐和晃 2015.11.22-11.30
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51 㻻㻾㻺㻸 㻿㻺㻿 㻯㻺㻯㻿 東京大学 助教 左右田　稔 15541 㻯-1-1 フェロイックス㻮a2㻯o㻳e2㻻7における磁気異方性の電場制御 東京大学 左右田　稔 2015.12.13-12.21

52 㻻㻾㻺㻸 㻴㻲㻵㻾 㻳㻼-㻿㻭㻺㻿 お茶の水女子大学 㻰1 高橋　美郷 15559 㻯1-2 㻲e系超伝導体の磁束研究 お茶の水女子大学 古川はづき 2015.11.15-11.25

53 㻺㻵㻿㼀 㻺㻿㻱 東京大学 教授 山室　修 15587 㻯3-1-1 イミダゾリウム系イオン液体およびその液晶相の㏿いダイナミクス 東京大学 山室　修 2015.11.08-11.25

54 㻺㻵㻿㼀 㻺㻿㻱 東京大学 助教 古府麻衣子 15587 㻯3-1-1 イミダゾリウム系イオン液体およびその液晶相の㏿いダイナミクス 東京大学 山室　修 2015.11.08-11.25

55 㻭㻺㻿㼀㻻 㻱㻯㻴㻵㻰㻺㻭 東京工業大学 助教 藤井孝太郎 15630 㼀1-3
新規ペロブスカイト関連㻭㻭'㻮㻻4型構㐀をもつ酸化物イオン伝導体の結晶構㐀とイオン
伝導経路の解明

東京工業大学 藤井孝太郎 2015.11.21-12.01

56 㻴㼆㻮 㻱4 東京理科大学 助教 藤原　理賀 15903 㼀2-2 孤立四面体量子スピン系の新モデル物質㻷4㻯u4㻻㻯l10の磁気構㐀 東京理科大学 藤原　理賀 2016.01.08-01.21

57 㻴㼆㻮 㻱4 東京理科大学 㻹1 廣浦　晃 15903 㼀2-2 孤立四面体量子スピン系の新モデル物質㻷4㻯u4㻻㻯l10の磁気構㐀 東京理科大学 藤原　理賀 2016.01.08-01.21

58 㻵㻿㻵㻿 㼃ish 東京大学 㻰1 林田　翔平 15905 㻯1-1 カゴメ三角格子反強磁性体㻺a㻮a2㻹n3㻲11の磁気状態 東京大学 益田　隆嗣 2016.03.06-03.10
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1 㻭㻺㻿㼀㻻 㻼㻱㻸㻵㻯㻭㻺, 㻿㻵㻷㻭 東京理科大学 助教 藤原　理賀 16900 㻯1-1 新一次元量子スピン系㻷2㻯u3㻻(㻿㻻4)3の基底状態 東京理科大学 藤原　理賀 2016.04.05-04.16

2 㻭㻺㻿㼀㻻 㻽㼁㻻㻷㻷㻭 東京大学 助教 㻸i 㼄iang
16541
16560

㻯1-2
電場下での荷電性高分子の構㐀,高分子
イオン液体溶液系における温度応答性相分離に関する熱力学的研

東京大学 㻸i 㼄iang 2016.04.28-05.09

3 㻭㻺㻿㼀㻻 㻽㼁㻻㻷㻷㻭 東京大学 特任研究員 守島　健
16541
16560

㻯1-2
電場下での荷電性高分子の構㐀,高分子
イオン液体溶液系における温度応答性相分離に関する熱力学的研

東京大学 㻸i 㼄iang 2016.04.28-05.09

4 㻭㻺㻿㼀㻻 㻽㼁㻻㻷㻷㻭 東京大学 㻹2 廣澤　和
16541
16560

㻯1-2
電場下での荷電性高分子の構㐀,高分子
イオン液体溶液系における温度応答性相分離に関する熱力学的研

東京大学 廣澤　和 2016.04.28-05.09

5 㻭㻺㻿㼀㻻 㻱㻯㻴㻵㻰㻺㻭 物質・材料研究機構 主任研究員 辻本　吉廣 16808 㼀1-3 新規正方格子磁性体㻿r2㻯r㻻3㼄 (㼄 = 㻲 & 㻯l) の磁気構㐀解析 物質・材料研究機構 辻本　吉廣 2016.05.18-05.26

6 㻭㻺㻿㼀㻻 㻱㻯㻴㻵㻰㻺㻭 東京大学 特別研究員 浅井 晋一郎 16808 㼀1-3 新規正方格子磁性体㻿r2㻯r㻻3㼄 (㼄 = 㻲 & 㻯l) の磁気構㐀解析 物質・材料研究機構 辻本　吉廣 2016.05.18-05.26

7 㻻㻾㻺㻸 㻿㻺㻿 㻯㻻㻾㻱㻸㻸㻵 東京理科大学 嘱託教授 元屋　清一郎 16903 4㻳 他 時間分割中性子散乱測定による磁気構㐀変化過程の実時間追跡 東京理科大学 元屋　清一郎 2016.04.18-04.27

8 㻭㻺㻿㼀㻻 㻱㻯㻴㻵㻰㻺㻭 東京工業大学 助教 藤井孝太郎 16595 㼀1-3 層状ペロブスカイト型酸化物の結晶構㐀とイオン拡散経路 東京工業大学 八島 正知 2016.05.28-06.04

9 㻸㻸㻮 6㼀2, 㻳41 茨城大学 教授 岩佐　和晃
16523, 16533
16524, 16534

㼀1-3
㻯e3㼀4㻿n13 (㼀 = 㻯o, 㻾h) におけるカイラルフェルミオンの磁気励起
㻼r㼀2㼄20 (㼀 = 㻾u, 㻾h, 㻻s, 㻵r, 㼄 = 㻭l, 㼆n)における２チャンネル近藤効果

茨城大学 岩佐和晃 2016.06.04-06.14

10 㻺㻵㻿㼀 㻺㻿㻱 東北大学 准教授 南部　雄亮 16570 㻯2-3-1 鉄系梯子型物質㻮a㻲e2㻿e3の中性子スピンエコー 東北大学 南部　雄亮 2016.07.19-08.04

11 㻭㻺㻿㼀㻻 㻽㼁㻻㻷㻷㻭 京都大学 准教授 井上　倫太郎 16547 㻯1-2 末端残基の切断がαクリスタリンのサブユニット交換に及ぼす影響 京都大学 井上　倫太郎 2016.05.31-06.07

12 㻭㻺㻿㼀㻻 㻽㼁㻻㻷㻷㻭 京都大学 教授 杉山　正明 16547 㻯1-2 末端残基の切断がαクリスタリンのサブユニット交換に及ぼす影響 京都大学 井上　倫太郎 2016.05.31-06.05

13 㻭㻺㻿㼀㻻 㻽㼁㻻㻷㻷㻭 東京工業大学 㻰1 日比野圭佑 16595 㼀1-3 層状ペロブスカイト型酸化物の結晶構㐀とイオン拡散経路 東京工業大学 八島 正知 2016.05.28-06.04

14 㻺㻵㻿㼀 㼂㻿㻭㻺㻿
高エネルギー加㏿器研

究機構
博士研究員 根本文也 16562 㻯1-2 㻿tructure of imidazolium-based ionic liquid under shear flow

高エネルギー加㏿器研
究機構

根本文也 2016.07.13-07.20

15 㻻㻾㻺㻸 㻴㻲㻵㻾 㼃㻭㻺㻰 鹿児島大学 助教 重田　出 16606 㼀1-3 ホイスラー合金㻾u2㻯r㻿iの反強磁性状態 鹿児島大学 重田　出 2016.06.28-07.06

16 㻻㻾㻺㻸 㻴㻲㻵㻾 㼃㻭㻺㻰 愛媛大学 教授 渕崎　員弘 16606 㼀1-3 ホイスラー合金㻾u2㻯r㻿iの反強磁性状態 鹿児島大学 重田　出 2016.06.28-07.06

17 㻭㻺㻿㼀㻻 㻽㼁㻻㻷㻷㻭 京都大学 助教 長田裕也 16567 㻯1-2 小角中性子散乱によるポリ（キノキサリン-2,3-ジイル）のらせん反転メカニズムの解明 京都大学 長田裕也 2016.06.18-06.27

18 㻭㻺㻿㼀㻻 㻽㼁㻻㻷㻷㻭 京都大学 教授 杉山正明 16567 㻯1-2 小角中性子散乱によるポリ（キノキサリン-2,3-ジイル）のらせん反転メカニズムの解明 京都大学 長田裕也 2016.06.19-06.26

19 㻴㼆㻮 㻱4 東京理科大学 㻹3 玉㐀　博夢 16904 㼀1-1 マルチフェロイック㻯u㻲e㻻2における強誘電性の一軸応力制御 東京理科大学 満田　節生 2016.07.03-07.22

20 㻴㼆㻮 㻱4 東京理科大学 㻰1 逸見　龍太 16904 㼀1-1 マルチフェロイック㻯u㻲e㻻2における強誘電性の一軸応力制御 東京理科大学 満田　節生 2016.07.03-07.22

21 㻭㻺㻿㼀㻻 㻿㻵㻷㻭, 㻼㻱㻸㻵㻯㻭㻺
総合科学研究機構中性

子科学センター
研究員 飯田　一樹 16802 㻯1-1 㻿 = 3/2パーフェクトカゴメ系㻸i2㻯r3㻿b㻻8の磁気相関

総合科学研究機構中性
子科学センター

飯田　一樹 2016.11.05-11.15

22 㻭㻺㻿㼀㻻 㻿㻵㻷㻭, 㻼㻱㻸㻵㻯㻭㻺 北海道大学 助教　 吉田紘行 16802 㻯1-1 㻿 = 3/2パーフェクトカゴメ系㻸i2㻯r3㻿b㻻8の磁気相関
総合科学研究機構中性

子科学センター
飯田　一樹 2016.11.05-11.15

23 㻻㻾㻺㻸 㻴㻲㻵㻾 㻯㼀㻭㼄 東北大学 㻰2 牧野晃也 16905 4㻳 㻯hiral magnetic structure determination in non-centrosymmetric 㻼r5㻾u3㻭l2 東北大学 奥山大輔 2016.06.19-07.02

24 㻵㻸㻸 㻰33 お茶の水女子大学 教授 古川はづき 16551 㻯1-2 㻲e系超伝導体の磁束研究 お茶の水女子大学 古川はづき 2016.07.05-07.12

25 㻭㻺㻿㼀㻻
㼀㻭㻵㻼㻭㻺, 
㼃㻻㻺㻮㻭㼀

岡山大学 教授 池田　直 16906 5㻳 偏極中性子回折による鉄過剰育成した㼅b㻲e2+x㻻4の磁気相関の研究 㻯㻾㻻㻿㻿 加倉井　和久 2016.07.31-08.17
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26 㻭㻺㻿㼀㻻
㼀㻭㻵㻼㻭㻺, 
㼃㻻㻺㻮㻭㼀

岡山大学 㻹1 烏谷 友之 16906 5㻳 偏極中性子回折による鉄過剰育成した㼅b㻲e2+x㻻4の磁気相関の研究 㻯㻾㻻㻿㻿 加倉井　和久 2016.07.31-08.17

27 㻭㻺㻿㼀㻻 㻿㻵㻷㻭 東北大学 准教授 南部　雄亮 16912 㻯1-1 スピントロニクス物質㼅㻵㻳の低エネルギー磁気励起 東北大学 南部　雄亮 2016.10.16-10.24

28 㻭㻺㻿㼀㻻 㻽㼁㻻㻷㻷㻭 東京大学 研究員 中川　慎太郎
16556
16907

㻯1-2
4分岐ポリマーの末端架橋により合成されるモデル高分子電解質ゲルの構㐀
非膨潤性ハイドロゲルの構㐀に関する研究

東京大学 島　健 /中川　慎太 2016.08.18-08.30

29 㻭㻺㻿㼀㻻 㻽㼁㻻㻷㻷㻭 東京大学 助教 㻸i 㼄iang
16556
16907

㻯1-2
4分岐ポリマーの末端架橋により合成されるモデル高分子電解質ゲルの構㐀
非膨潤性ハイドロゲルの構㐀に関する研究

東京大学 島　健 /中川　慎太 2016.08.18-08.30

30 㻭㻺㻿㼀㻻 㻽㼁㻻㻷㻷㻭 東京大学 研究員 守島　健
16556
16907

㻯1-2
4分岐ポリマーの末端架橋により合成されるモデル高分子電解質ゲルの構㐀
非膨潤性ハイドロゲルの構㐀に関する研究

東京大学 島　健 /中川　慎太 2016.08.18-08.30

31 㻻㻾㻺㻸 㻿㻺㻿 㻯㻺㻯㻿
総合科学研究機構中性

子科学センター
研究員 飯田　一樹 16908 㻯1-1 kapelasiteにおける量子スピン液体状態の磁気励起

総合科学研究機構中性
子科学センター

飯田　一樹 2016.12.11-12.18

32 㻻㻾㻺㻸 㻴㻲㻵㻾 㻯-㼀㻭㼄 お茶の水女子大学 㻹2 高橋　美郷 16503 4㻳 強磁性超伝導体における磁性と超伝導の研究 お茶の水女子大学 古川はづき 2016.08.04-08.17

33 㻻㻾㻺㻸 㻿㻺㻿 㻯㻻㻾㻱㻸㻸㻵 東京大学 助教 左右田　稔 16909 5㻳 カゴメ・三角格子を持つ㻸u㻮a㻯o4㻻7の磁気散漫散乱 東京大学 左右田　稔 2016.09.19-09.27

34 㻭㻺㻿㼀㻻 㻽㼁㻻㻷㻷㻭 物質材料研究機構 主任研究員 間宮　広明 16910 㻯1-3 新規ニッケルフリーオーステナイト系㻻㻰㻿鋼中のナノ析出粒子の研究 物質材料研究機構 間宮　広明 2016.10.12-10.20

35 㻭㻺㻿㼀㻻 㻽㼁㻻㻷㻷㻭 物質材料研究機構 㻰2 㻷㻻㼃㻭㻸㻿㻷㻭,㻭gata 16910 㻯1-3 新規ニッケルフリーオーステナイト系㻻㻰㻿鋼中のナノ析出粒子の研究 物質材料研究機構 間宮　広明 2016.10.12-10.20

36 㻭㻺㻿㼀㻻 㻱㻯㻴㻵㻰㻺㻭 東京大学 㻰2 林田　翔平 16911 5㻳 マルチフェロイック物質㻯e㻲e3(㻮㻻3)4の磁気構㐀 東京大学 益田隆嗣 2016.12.13-12.18

37 㻭㻺㻿㼀㻻 㻱㻯㻴㻵㻰㻺㻭 東京大学 㻹1 加藤　大揮 16911 5㻳 マルチフェロイック物質㻯e㻲e3(㻮㻻3)4の磁気構㐀 東京大学 益田隆嗣 2016.12.13-12.18

38 㻭㻺㻿㼀㻻 㻽㼁㻻㻷㻷㻭 京都大学 助教 大場洋次郎 16554 㻯1-2 㻴㻼㼀加工により発現する巨大磁気異方性の起源 京都大学 大場洋次郎 2016.11.02-11.09

39 㻭㻺㻿㼀㻻 㻽㼁㻻㻷㻷㻭 京都大学 特任助教 足立　望 16566 㻯1-2 㻴㻼㼀加工した純鉄の磁気構㐀に及ぼす高密度格子欠陥の影響 京都大学 足立　望 2016.11.02-11.08

40 㻭㻺㻿㼀㻻 㻽㼁㻻㻷㻷㻭 豊橋技術科学大学 准教授 戸高　義一 16566 㻯1-2 㻴㻼㼀加工した純鉄の磁気構㐀に及ぼす高密度格子欠陥の影響 京都大学 足立　望 2016.11.02-11.09

41 㻭㻺㻿㼀㻻 㻿㻵㻷㻭 東北大学 㻹2 沖野友貴 16912 㻯1-1 スピントロニクス物質㼅㻵㻳の低エネルギー磁気励起 東北大学 南部　雄亮 2016.10.16-10.24

42 㻻㻾㻺㻸 㻴㻲㻵㻾 㼃㻭㻺㻰 岡山大学 㻹1 烏谷 友之 16918 㼀1-3 鉄欠損を制御した㻸u㻲e2㻻4の磁気基底状態の研究 岡山大学 池田　直 2016.11.25-12.08

43 㻻㻾㻺㻸 㻿㻺㻿 㻯㻺㻯㻿 北海道大学 助教 吉田紘行 16908 㻯1-1 kapelasiteにおける量子スピン液体状態の磁気励起
総合科学研究機構中性

子科学センター
飯田　一樹 2016.12.11-12.18

44 㻲㻾㻹-Ⅱ 㻷㼃㻿-3 お茶の水女子大学 教授 古川はづき 16549 㻯1-2 中性子小角散乱実験による㻿r2㻾u㻻4の異常金属状態の研究 お茶の水女子大学 古川はづき 2016.10.25-11.01

45 㻴㼆㻮 㻱4 東京理科大学 㻰1 逸見龍太 16917 㼀1-1 一軸応力による2等辺三角格子反強磁性体㻯o㻺b2㻻6の交換相互作用定数の制御 東京理科大学 満田　節生 2017.01.16-01.30

46 㻭㻺㻿㼀㻻 㻼㻱㻸㻵㻯㻭㻺 東京大学 研究員 浅井 晋一郎 16914 5㻳 吸着酸素磁性の磁気励起 東京大学 益田隆嗣 2016.12.05-12.18

47 㻭㻺㻿㼀㻻 㻱㻯㻴㻵㻰㻺㻭 東京工業大学 㻹1 中村圭吾 16604 㼀1-3
新規ペロブスカイト関連㻭㻭'㻮㻻4型構㐀をもつ酸化物イオン伝導体の結晶構㐀とイオン
伝導経路の解明

東京工業大学 藤井孝太郎 2016.12.06-12.16

48 㻭㻺㻿㼀㻻 㻱㻯㻴㻵㻰㻺㻭 東京工業大学 㻹2 海野航 16604 㼀1-3
新規ペロブスカイト関連㻭㻭'㻮㻻4型構㐀をもつ酸化物イオン伝導体の結晶構㐀とイオン
伝導経路の解明

東京工業大学 藤井孝太郎 2016.12.06-12.16

49 㻼㻿㻵 㻿㻵㻺㻽 㻴㻾㻼㼀 物質・材料研究機構 グループリーダー 長谷　正司 16801 5㻳 磁場中の中性子回折を利用した㻯u3(㻼2㻻6㻻㻰)2の基底状態の研究 物質・材料研究機構 長谷　正司 2016.12.06-12.14

50 㻻㻾㻺㻸 㻿㻺㻿 㻴㼅㻿㻼㻱㻯 東北大学 㻹2 沖野友貴 16915 㻯3-1-1 スピントロニクス物質㼅㻵㻳の偏極中性子非弾性散乱 東北大学 南部　雄亮 2016.11.22-12.03
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51 㻭㻺㻿㼀㻻 㻼㻱㻸㻵㻯㻭㻺 東京大学 助教 左右田　稔 16914 5㻳 吸着酸素磁性の磁気励起 東京大学 益田隆嗣 2016.12.05-12.18

52 㻻㻾㻺㻸 㻴㻲㻵㻾 㻼㼀㻭㼄 お茶の水女子大学 㻹2 高橋　美郷 15505 4㻳 強磁性超伝導体における磁性と超伝導の研究 お茶の水女子大学 古川はづき 2017.01.12-01.22

53 㻭㻺㻿㼀㻻 㻽㼁㻻㻷㻷㻭 東京大学 研究員 中川　慎太郎 16919 㻯1-2 均一な網目構㐀を有する温度応答性ハイドロゲルの構㐀 東京大学 中川　慎太郎 2017.03.14-03.23

54 㻭㻺㻿㼀㻻 㻽㼁㻻㻷㻷㻭 東京大学 助教 㻸i 㼄iang 16919 㻯1-2 均一な網目構㐀を有する温度応答性ハイドロゲルの構㐀 東京大学 中川　慎太郎 2017.03.14-03.23
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1 㻭㻺㻿㼀㻻 㻱㻯㻴㻵㻰㻺㻭 東北大学 助教 那波　和宏 17584 㼀1-3 パイロクロア構㐀を有する㻺a3㻹n(㻯㻻3)2㻯lの磁気構㐀 東北大学 那波　和宏 2017.04.23-05.01

2 㻻㻾㻺㻸 㻿㻺㻿 㻯㻻㻾㻱㻸㻸㻵
総合科学研究機構
中性子科学センター

研究員 飯田一樹 17806 㻯1-1 㻸a5㻹o4㻻16 における長時間磁化緩和と悪魔の階段
総合科学研究機構
中性子科学センター

飯田一樹 2017.05.02-05.08

3 㻻㻾㻺㻸 㻿㻺㻿 㻯㻻㻾㻱㻸㻸㻵 㻶-㻼㻭㻾㻯 研究主幹 梶本　亮一 17806 㻯1-1 㻸a5㻹o4㻻16 における長時間磁化緩和と悪魔の階段
総合科学研究機構
中性子科学センター

飯田一樹 2017.05.02-05.09

4 㻵㻿㻵㻿 㻵㻾㻵㻿 東北大学 教授 佐藤　卓 17501 4㻳 近藤籠目格子㻯e㻾h㻿nの量子臨界磁気揺動 東北大学 佐藤　卓 2017.04.30-05.07

5 㻵㻿㻵㻿 㻵㻾㻵㻿 東北大学 㻹1 高橋　満 17501 4㻳 近藤籠目格子㻯e㻾h㻿nの量子臨界磁気揺動 東北大学 佐藤　卓 2017.04.30-05.12

6 㻺㻵㻿㼀 㻰㻯㻿
日本原子力研究開発機

構
研究員 古府　麻衣子 17563 㻯3-1-1 柔粘性結晶相をもつイオン液体の㏿いダイナミクス 東京大学 山室　修 2017.04.11-04.18

7 㻺㻵㻿㼀 㻰㻯㻿 東京大学 㻹2 楡井　真実 17563 㻯3-1-1 柔粘性結晶相をもつイオン液体の㏿いダイナミクス 東京大学 山室　修 2017.04.10-04.22

8 㻻㻾㻺㻸 㻿㻺㻿 㻯㻻㻾㻱㻸㻸㻵 東京大学 特任研究員 吉田　雅洋 17507 4㻳 多段メタ磁性転移を示す空間反転対称性の破れた㻯e㻼d㻿i3における磁気構㐀の決定 東京大学 吉田　雅洋 2017.04.08-04.15

9 㻻㻾㻺㻸 㻿㻺㻿 㻯㻻㻾㻱㻸㻸㻵 東京大学 㻹２ 植田　大地 17507 4㻳 多段メタ磁性転移を示す空間反転対称性の破れた㻯e㻼d㻿i3における磁気構㐀の決定 東京大学 吉田　雅洋 2017.04.06-04.15

10 㻭㻺㻿㼀㻻 㻱㻯㻴㻵㻰㻺㻭 東北大学 助教 奥山　大輔 17584 㼀1-3 パイロクロア構㐀を有する㻺a3㻹n(㻯㻻3)2㻯lの磁気構㐀 東北大学 那波　和宏 2017.04.23-05.01

11 㻲㻾㻹-Ⅱ 㼀㻻㻲㼀㻻㻲 東京大学 㻹2 楡井　真実 17562 㻯3-1-1 配位高分子ホスト㼇㻯u㼆n(㻯㻺)4]–に包接された㻷+水溶液のダイナミクス 東京大学 山室　修 2017.06.25-07.03

12 㻲㻾㻹-Ⅱ 㼀㻻㻲㼀㻻㻲 東京大学 教授 錦織　紳一 17562 㻯3-1-1 配位高分子ホスト㼇㻯u㼆n(㻯㻺)4]–に包接された㻷+水溶液のダイナミクス 東京大学 山室　修 2017.06.25-07.03

13 㻭㻺㻿㼀㻻 㻽㼁㻻㻷㻷㻭 京都大学 助教 長田　裕也 17556 㻯1-2
アルカン溶媒中でらせん反転を示すポリ（キノキサリン-2,3-ジイル）の小角中性子散乱
による構㐀解明

京都大学 長田　裕也 2017.04.28-05.05

14 㻭㻺㻿㼀㻻 㻽㼁㻻㻷㻷㻭 京都大学 教授 杉山　正明 17556 㻯1-2
アルカン溶媒中でらせん反転を示すポリ（キノキサリン-2,3-ジイル）の小角中性子散乱
による構㐀解明

京都大学 長田　裕也 2017.04.28-05.05

15 㻭㻺㻿㼀㻻 㼃ombat 物質・材料研究機構 グループリーダー 長谷正司 17803 5㻳 スピン1/2テトラマー物質㻯u㻵n㼂㻻5の磁気構㐀の決定 物質・材料研究機構 長谷正司 2017.05.29-06.04

16 㻭㻺㻿㼀㻻 㼃ombat 上智大学 㻰2 江袋佑太 17803 5㻳 スピン1/2テトラマー物質㻯u㻵n㼂㻻5の磁気構㐀の決定 物質・材料研究機構 長谷正司 2017.05.29-06.04

17 㻵㻿㻵㻿 㻳㻱㻹 東京大学 教授 山室　修 17579 㼀1-3 㻼d/㻾uナノ合金の構㐀 東京大学 山室　修 2017.05.25-06.02

18 㻵㻿㻵㻿 㻳㻱㻹 京都大学 特定助教 草田康平 17579 㼀1-3 㻼d/㻾uナノ合金の構㐀 東京大学 山室　修 2017.05.25-06.02

19 㻻㻾㻺㻸 㻴㻲㻵㻾 㻴㻮-3㻭 東京大学 特任研究員 浅井晋一郎 17514 5㻳 マルチフェロイック物質㻾㻲e3(㻮㻻3)4 (㻾=㻯e,㻿m) 東京大学 益田　隆嗣 2017.06.15-06.25

20 㻸㻸㻮 5㻯1 茨城大学 教授 岩佐　和晃 17519 6㻳 㻯e3㼀4㻿n13 (㼀 = 㻯o, 㻾h, 㻾u) に現れるカイラルフェルミオンによる磁気構㐀と励起 茨城大学 岩佐　和晃 2017.06.17-06.30

21 㻲㻾㻹-Ⅱ 㻹㻸㼆 東北大学 外国人特別研究員 㻶ohannes 㻾eim 17568 㼀1-1 㻿witching the magnetic order in 㻯a㻮a㻯o2㻲e2㻻7 using magnetic field 東北大学 㻶ohannes 㻾eim 2017.08.06-08.20

22 㻻㻾㻺㻸 㻴㻲㻵㻾 㻴㻮-3㻭 東京大学 㻹1 長谷川 舜介 17514 5㻳 マルチフェロイック物質㻾㻲e3(㻮㻻3)4 (㻾=㻯e,㻿m) 東京大学 益田　隆嗣 2017.06.16-06.25

23 㻭㻺㻿㼀㻻 㻽㼁㻻㻷㻷㻭 京都大学 准教授 井上倫太郎 17537 㻯1-2 㻯rowding環境下におけるアルファクリスタリンのサブユニット動態 京都大学 井上倫太郎 2017.05.21-05.27

24 㻭㻺㻿㼀㻻 㻽㼁㻻㻷㻷㻭 京都大学 教授 杉山　正明 17537 㻯1-2 㻯rowding環境下におけるアルファクリスタリンのサブユニット動態 京都大学 井上倫太郎 2017.05.21-05.27

25 㻺㻵㻿㼀 㻺㻿㻱
日本原子力研究開発機

構
研究副主幹 中川洋 17809 㻯2-3-1 マルチドメイン蛋白質㻹ur㻰の㻭㼀㻼依存的な機能性ドメイン運動

日本原子力研究開発機
構

中川洋 2017.07.05-07.14
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26 㻺㻵㻿㼀 㻺㻿㻱 東北大学 准教授 南部　雄亮 17559 㻯2-3-1 鉄系梯子型超伝導物質㻮a㻲e2㻿3の中性子スピンエコー 東北大学 南部　雄亮 2017.08.31-09.10

27 㻭㻺㻿㼀㻻 㻽㼁㻻㻷㻷㻭 東京大学 㻹２ 吉川　祐輔 17547 㻯1-2 小角中性子散乱による㻰㻺㻭モジールゲルの構㐀解析 東京大学 㼄iang　㻸i 2017.09.08-09.16

28 㻭㻺㻿㼀㻻 㻽㼁㻻㻷㻷㻭 東京大学 㻰3 廣澤　和 17901 㻯1-2 小角中性子散乱による反応率臨界ゲルクラスターの構㐀解析 東京大学 㼄iang　㻸i 2017.09.11-09.20

29 㻭㻺㻿㼀㻻 㻽㼁㻻㻷㻷㻭 東京大学 㻹1 乗富　貴子 17901 㻯1-2 小角中性子散乱による反応率臨界ゲルクラスターの構㐀解析 東京大学 㼄iang　㻸i 2017.09.11-09.20

30 㻺㻵㻿㼀 㻺㻿㻱 筑波大学 助教 菱田　真史 17902 㻯2-3-1 脂質膜の粘弾性に及ぼすアルカンの効果 筑波大学 菱田　真史 2017.08.22-09.05

31 㻺㻵㻿㼀 㻺㻿㻱 筑波大学 㻰1 臼田　初穂 17902 㻯2-3-1 脂質膜の粘弾性に及ぼすアルカンの効果 筑波大学 菱田　真史 2017.08.22-09.05

32 㻴㼆㻮 㻱4 東京理科大学 教授 満田　節生 17903 㼀1-1 2 等辺㻵sing 三角格子磁性体㻯o㻺b2㻻6 における一軸応力による鎖間交換相作用の制御 東京理科大学 満田　節生 2017.08.07-08.18

33 㻴㼆㻮 㻱4 東京理科大学 㻰2 逸見　龍太 17903 㼀1-1 2 等辺㻵sing 三角格子磁性体㻯o㻺b2㻻6 における一軸応力による鎖間交換相作用の制御 東京理科大学 満田　節生 2017.08.07-08.18

34 㻭㻺㻿㼀㻻 㻽㼁㻻㻷㻷㻭 東京大学 㻹2 渡辺　延幸 17900 㻯1-2 小角中性子散乱(㻿㻭㻺㻿)法による高分子ゲル網目均一性の定量的評価 東京大学 㼄iang　㻸i 2017.09.05-09.13

35 㻼㻿㻵 㼆㻱㻮㻾㻭 東京大学 㻰2 林田翔平 17515 5㻳 㻯s㻲e㻯l3における圧力誘起磁気秩序状態の磁気構㐀 東京大学 益田　隆嗣 2017.08.22-09.09

36 㻭㻺㻿㼀㻻 㻽㼁㻻㻷㻷㻭 東京大学 㻹1 辻　優依 17547 㻯1-2 小角中性子散乱による㻰㻺㻭モジールゲルの構㐀解析 東京大学 㼄iang　㻸i 2017.09.08-09.16

37 㻻㻾㻺㻸 㻿㻺㻿 㻯㻻㻾㻱㻸㻸㻵 東京大学 特任研究員 吉田 雅洋
17507
17904

4㻳
多段メタ磁性転移を示す空間反転対称性の破れた㻯e㻼d㻿i3における磁気構㐀の決定
多段メタ磁性転移を示す空間反転対称性の破れた㻯e㻼t㻿i3における磁気構㐀の決定

東京大学 吉田　雅洋 2017.08.28-09.12

38 㻻㻾㻺㻸 㻿㻺㻿 㻯㻻㻾㻱㻸㻸㻵 東京大学 㻹２ 植田　大地
17507
17904

4㻳
多段メタ磁性転移を示す空間反転対称性の破れた㻯e㻼d㻿i3における磁気構㐀の決定
多段メタ磁性転移を示す空間反転対称性の破れた㻯e㻼t㻿i3における磁気構㐀の決定

東京大学 吉田　雅洋 2017.08.28-09.12

39 㻺㻵㻿㼀 㻴㻲㻮㻿 東京大学 教授 山室　修　 17564 㻯3-1-1 超高エントロピー液体㻯6㻯10-テトラフェニルポルフィリンの長いアルキル鎖ダイナミクス 東京大学 山室　修　 2017.08.17-08.27

40 㻺㻵㻿㼀 㻴㻲㻮㻿 東京大学 㻹2 楡井　真実 17564 㻯3-1-1 超高エントロピー液体㻯6㻯10-テトラフェニルポルフィリンの長いアルキル鎖ダイナミクス 東京大学 山室　修　 2017.08.17-08.27

41 㻼㻿㻵 㼆㻱㻮㻾㻭 東京大学 教授 益田隆嗣 17513 5㻳 マルチフェロイック物質㻮a2㻹n㻳e2㻻7の磁気モーメントの電場制御 東京大学 益田　隆嗣 2017.08.30-09.07

42 㻭㻺㻿㼀㻻 㻽㼁㻻㻷㻷㻭 京都大学 助教 守島　健 17900 㻯1-2 小角中性子散乱(㻿㻭㻺㻿)法による高分子ゲル網目均一性の定量的評価 東京大学 㼄iang　㻸i 2017.09.05-09.11

43 㻲㻾㻹-Ⅱ 㻿㻭㻺㻿-1 お茶の水女子大学 㻰1 鏡田　奈央 17546 㻯1-2 トポロジカル超伝導体の磁束格子 お茶の水女子大学 古川　はづき 2017.08.15-08.24

44 㻺㻵㻿㼀 㻺㻿㻱
日本原子力研究開発機

構
研究員 古府　麻衣子 17810 㻯3-1-1 㼆n-㻸n-㼆n単分子磁石のスピンダイナミクス

日本原子力研究開発機
構

古府　麻衣子 2017.09.06-09.13

45 㻭㻺㻿㼀㻻 㻽㼁㻻㻷㻷㻭 物質・材料研究機構 主幹研究員 間宮 広明 17808 㻯1-2 中性子小角散乱測定による耐熱超合金中の超微細析出物の評価 物質・材料研究機構 間宮 広明 2017.10.08-10.13

46 㻼㻿㻵 㼆㻱㻮㻾㻭 東京大学 㻹1 長谷川 舜介 17513 5㻳 マルチフェロイック物質㻮a2㻹n㻳e2㻻7の磁気モーメントの電場制御 東京大学 益田　隆嗣 2017.08.22-09.09

47 㻭㻺㻿㼀㻻 㻽㼁㻻㻷㻷㻭 東北大学 助教 奥山　大輔 17578 㼀1-3 㻼owder diffraction experiment on chiral magnetic 㻾e5㻾u3㻭l2 東北大学 奥山大輔 2017.10.14-10.21

48 㻭㻺㻿㼀㻻 㻽㼁㻻㻷㻷㻭 東北大学 外国人特別研究員 㻶ohannes 㻾eim 17578 㼀1-3 㻼owder diffraction experiment on chiral magnetic 㻾e5㻾u3㻭l2 東北大学 奥山大輔 2017.10.15-10.20

49 㻻㻾㻺㻸
㻴㻲㻵㻾 㻴㻮-3㻭

㻿㻺㻿 㻯㻻㻾㻱㻸㻸㻵
理化学研究所 研究員 左右田　稔

17905
17512

5㻳
ワイル半金属候補物質㻺d㻳a㻿iの磁気構㐀
フラストレーションをもつ正方格子㻯20㻴19㻲6㻺5㻼における磁気秩序

理化学研究所 左右田　稔 2017.11.26-12.09

50 㻭㻺㻿㼀㻻 㻱㻯㻴㻵㻰㻺㻭 東京工業大学 特任助教 丹羽 栄貴 17576 㼀1-3 層状ペロブスカイト型酸化物の結晶構㐀とイオン拡散経路 東京工業大学 八島 正知 2017.11.11-11.21
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海外施設名 装置名 所属機関 職位（学年） 申請者氏名 課題番号 装置 採択課題名 代表者所属 代表者氏名 旅程

51 㻭㻺㻿㼀㻻 㻱㻯㻴㻵㻰㻺㻭 東京工業大学 㻹１ 辻口峰史 17576 㼀1-3 層状ペロブスカイト型酸化物の結晶構㐀とイオン拡散経路 東京工業大学 八島 正知 2017.11.11-11.21

52 㻸㻸㻮 4㻲2 茨城大学 教授 岩佐　和晃 17519 6㻳 㻯e3㼀4㻿n13 (㼀 = 㻯o, 㻾h, 㻾u) に現れるカイラルフェルミオンによる磁気構㐀と励起 茨城大学 岩佐　和晃 2017.12.09-12.17

53 㻻㻾㻺㻸 㻴㻲㻵㻾 㻯㼀㻭㼄 東北大学 㻹1 高橋　満 17524 㻯1-1 近藤籠目格子㻯e㻾h㻿nの量子臨界磁気揺動 東北大学 佐藤　卓 2017.11.26-12.07

54 㻭㻺㻿㼀㻻 㻱㻯㻴㻵㻰㻺㻭 東北大学 教授 佐藤　卓 17500 4㻳 磁性準結晶中の隠れた磁気秩序の探索 東北大学 佐藤　卓 2017.12.04-12.10

55 㻺㻵㻿㼀 㻺㻳7 東北大学 助教 奥山　大輔 17548 㻯1-2 㻯urrent driven motion of skyrmions in helical magnets 東北大学 奥山大輔　 2018.01.23-01.31

56 㻺㻵㻿㼀 㻺㻳7 東北大学 教授 佐藤　卓 17548 㻯1-2 㻯urrent driven motion of skyrmions in helical magnets 東北大学 奥山大輔　 2018.01.25-01.30

57 㻲㻾㻹-Ⅱ 㻿㻭㻺㻿−Ⅰ お茶の水女子大学 㻰1 鏡田　奈央 17546 㻯1-2 トポロジカル超伝導体の磁束格子 お茶の水女子大学 古川　はづき 2018.02.13-02.21

58 㻲㻾㻹-Ⅱ 㻹㻵㻾㻭 お茶の水女子大学 教授 古川　はづき 17504 4㻳 強磁性超伝導体における磁性と超伝導の研究 お茶の水女子大学 古川　はづき 2018.03.12-03.20

59 㻲㻾㻹-Ⅱ 㻹㻵㻾㻭 お茶の水女子大学 㻹3 高橋　美郷 17504 4㻳 強磁性超伝導体における磁性と超伝導の研究 お茶の水女子大学 古川　はづき 2018.03.12-03.20

60 㻭㻺㻿㼀㻻 㼃㻻㻺㻮㻭㼀 東京大学 特任研究員 浅井晋一郎 17906 5㻳 マグネトプランバイト型コバルト酸化物㻿r㻯o12㻻19の電荷-磁気秩序 東京大学 浅井晋一郎 2018.03.14-03.19

61 㻭㻺㻿㼀㻻 㼃㻻㻺㻮㻭㼀 東京大学 㻹1 菊地帆高 17906 5㻳 マグネトプランバイト型コバルト酸化物㻿r㻯o12㻻19の電荷-磁気秩序 東京大学 浅井晋一郎 2018.03.14-03.19
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½J�ď: Ćó: �e­ĵ ÷�ǌXrǍ ÌĒö²: ĐĽÍ6 Ćó ��ĐĽ: �ąö�e �ąö²: �Þ

ŉ şśŤť ŕŚţşŤ å¸LX &� ÿËŁÓ4 ŉŐōŎň ŕŊŅŋŅŉ ǄǉøĖúƍêz�ſƑƏ/fúĴƠƯƻǄǉƣƌaƄƓƙǅƠǉƍ'¢ǏİĲ�V� å¸LX ÿËŁÓ4 ŊňŉŐņňōņŉňŅňōņŊŋ

Ŋ şśŤť ŕŚţşŤ å¸LX Ŗŉ ûËŁ!à ŉŐōŎň ŕŊŅŋŅŉ ǄǉøĖúƍêz�ſƑƏ/fúĴƠƯƻǄǉƣƌaƄƓƙǅƠǉƍ'¢ǏİĲ�V� å¸LX ÿËŁÓ4 ŊňŉŐņňōņŉňŅňōņŊŋ

ŋ œşŤťŠ ŢŦŠŜŜœ ��LX ŞŊ �_žĕU ŉŐőňŉ ŕŉŅŊ įeĔā0Uª�ƱǉƳǄǀǋƍ©Ģč¡ ��LX ŝŲžũŲŬŵŰ ŊňŉŐņňōņŉŎŅňōņŊō

Ō œşŤťŠ ŢŦŠŜŜœ ��LX ŞŊ Ğž�� ŉŐőňŊ ŕŉŅŊ D�©Ģƕ�ƇĿ UƥǅƌſƁƓ£¬ÂĴÒĵƍĉĊ+ ��LX ŝŲžũŲŬŵŰ ŊňŉŐņňōņŉŋŅňōņŊŉ

ŉŐőňŉ ŕŉŅŊ įeĔā0Uª�ƱǉƳǄǀǋƍ©Ģč¡

ŉŐőňŊ ŕŉŅŊ D�©Ģƕ�ƇĿ UƥǅƌſƁƓ£¬ÂĴÒĵƍĉĊ+

Ŏ Šţşŝ ŚŘśţŁŨœşŖ �,LX ŞŊ Ŀ¬žÁ ŉŐōŏŌ ťŉŅŋ �PĮUƠƧǂ¥UëŪŭŋşŲŉŉřůŌƍÔĘĺƪƸǉÒĵ �,LX �Ăž. ŊňŉŐņňōņŉŊŅňōņŊň

ŏ œşŤťŠ ŗŕŚśŖşœ ��l¨LX ŞŊ 
�žħM ŉŐōŐŌ ťŉŅŋ �ĈĬ+ÄƛƟǉ�c�ƍð�©Ģč¡ƊƛƟǉ�cïęƍč� ��l¨LX Ă
ŁWMĩ ŊňŉŐņňŎņŊŋŅňŏņňŋ

Ő œşŤťŠ ŗŕŚśŖşœ ��l¨LX ŞŊ  
Łb¹ ŉŐōŐŌ ťŉŅŋ �ĈĬ+ÄƛƟǉ�c�ƍð�©Ģč¡ƊƛƟǉ�cïęƍč� ��l¨LX Ă
ŁWMĩ ŊňŉŐņňŎņŊŋŅňŏņňŋ

ő œşŤťŠ ŔśŝŔŪ :2dl¨LX ��� g�ž*[ ŉŐőňň ŕŉŅŊ
��U�	·ƌƑƓƺǇƯƢ�ĭ8�ƍ�ģñƭƺǅǈǋƢEÒ ĺ©Ģ�ƌſƁƓ¿%Ä

ƍ pÅ�č¡
:2dl¨LX g�ž*[ ŊňŉŐņňōņŋŉŅňŎņňŐ

ŉň œşŤťŠ ŔśŝŔŪ ,�koãLX �� ÙĀž( ŉŐőňň ŕŉŅŊ
��U�	·ƌƑƓƺǇƯƢ�ĭ8�ƍ�ģñƭƺǅǈǋƢEÒ ĺ©Ģ�ƌſƁƓ¿%Ä

ƍ pÅ�č¡
:2dl¨LX g�ž*[ ŊňŉŐņňōņŋŉŅňŎņňŐ

ŉŉ śŝŝ śşŉŎŔ ľĪLX�� ��� ĳùžt� ŉŐōŋŌ ŕŉŅŉ ĮUƪƸǉ¾�ƍÕá ľĪLX�� ĳùžt� ŊňŉŐņňōņŊŏŅňŎņňŉ

ŉŊ Šţşŝ ŚŘśţŁŕřŅŊ ſýƍ´SULX Şŉ ç0ž%Q� ŉŐōŌŐ ŕŉŅŊ łŕůńşŮŃŕŶśŵōƍƪƸǉ^w¸Ɗė�cƍĵ� ſýƍ´SULX 2jžƎƈƀ ŊňŉŐņňŎņŉŏŅňŎņŊŌ

ŉŋ śŤśŤ ŨśŤŚ ÄĖǊ��Õá­© ��Õá= `Ëž�« ŉŐŐňň Ōř ŖżŞŵŠŋƍĿA$Òƍ×³Ûuƍ�¤ ÄĖǊ��Õá­© `Ëž�« ŊňŉŐņňŎņŊōŅňŏņňŊ

ŉŌ Šţşŝ ŚŘśţŁţŗŝŝś ��LX Ŗŋ §ËžLC ŉŐōňŐ Ōř
K±ǂƬ×�ĚÝƕØƄâĴ1ĚaÜ�ƍÖƔƅŕůë+8ÄŕůťŤŲŋłťŁŒŁšŮńŁšŹŃƌſƁƓ×

³©Ģƍµ\
��LX ÐËžĸ? ŊňŉŐņňŎņŊŉŅňŏņňŉ

ŉō ŚūŔ ŗŌ ��ÇÚLX �� ÁËžæÈ ŉŐőňŋ ťŉŅŉ �ě�$ƌƑƓŊäĝ�Č¥U1y×��ŕŶşŭŊŠŎƍ×-�ĲĥÞƍ#| ��ÇÚLX ÁËžæÈ ŊňŉŐņňŎņŋňŅňŏņŉŎ

ŉŎ ŚūŔ ŗŌ ��ÇÚLX Şŉ �ËžĹMĩ ŉŐőňŋ ťŉŅŉ �ě�$ƌƑƓŊäĝ�Č¥U1y×��ŕŶşŭŊŠŎƍ×-�ĲĥÞƍ#| ��ÇÚLX ÁËžæÈ ŊňŉŐņňŎņŋňŅňŏņŉŎ

ŉŏ šŤś ŗŲŰůŸ ÄĖǊ��Õá­© ƣǅǋƻǄǋƭǋ Ĳēž®7 ŉŐŐňŌ ōř ×G�ƍ��U@�ƕ"ÊƃƅŕźŋłšŊŠŎŠŖŃŊƍFvÅ�ƍÕá ÄĖǊ��Õá­© Ĳēž®7 ŊňŉŐņňŐņŊōŅňőņňŉ

ŉŐ şśŤť şŕşţ ľĪLX�� ��� ĳùžt� ŉŏōŋŊ ŕŉŅŉ ĮUƪƸǉ¾�ƍÕá ľĪLX�� ĳùžt� ŊňŉŐņňŐņňŎŅňŐņŉō

ŉő şśŤť şŕşţ �,LX �� �Ăž. ŉŏōŋŊ ŕŉŅŉ ĮUƪƸǉ¾�ƍÕá ľĪLX�� ĳùžt� ŊňŉŐņňŐņňŎŅňŐņŉō

Ŋň Šţşŝ ŚśŘţŁŚŔŅŉ ſýƍ´SULX ŞŊ ıËžQO ŉŐōňŏ Ōř ƲƿǇƩƠǅė�c�ƍļz��	 ſýƍ´SULX 2jžƎƈƀ ŊňŉŐņňŐņňőŅňŐņŉő

Ŋŉ œşŤťŠ ŢŦŠŜŜœ �ĪLX ��� 
�Ł�Mĩ ŉŐōŌŊ ŕŉŅŊ ŕŧŅŤœşŤƌƑƓŖşœVB�Ɖƍ#ķ čīìƍč¡ �ĪLX 
�Ł�Mĩ ŊňŉŐņňŏņŊōŅňŏņŋŉ

ŊŊ œşŤťŠ ŢŦŠŜŜœ �ĪLX �� �gž®� ŉŐōŌŊ ŕŉŅŊ ŕŧŅŤœşŤƌƑƓŖşœVB�Ɖƍ#ķ čīìƍč¡ �ĪLX 
�Ł�Mĩ ŊňŉŐņňŏņŊōŅňŏņŋŉ

Ŋŋ śŝŝ śşŊň ÄĖǊ��Õá­© ��Õá= `Ëž�« ŉŐŐňň Ōř ŖżŞŵŠŋƍĿA$Òƍ×³Ûuƍ�¤ ÄĖǊ��Õá­© `Ëž�« ŊňŉŐņňőņŊŋŅŉňņňō

ŊŌ œşŤťŠ ŤśŜœ �,LX �� �Ăž. ŉŐōŊŏ ŕŉŅŉ ×³ƪƠǋǁƟǉ¥UƌſƁƓƲƿǇƩƠǅǀƣƶǉƍ�í �,LX �Ăž. ŊňŉŐņŉňņŉŎŅŉňņŊŎ

Ŋō œşŤťŠ ŤśŜœ �,LX Ŗŉ ŤůŵŶŁœųŲ ŉŐōŊŏ ŕŉŅŉ ×³ƪƠǋǁƟǉ¥UƌſƁƓƲƿǇƩƠǅǀƣƶǉƍ�í �,LX �Ăž. ŊňŉŐņŉňņŉŎŅŉňņŋň

ŝŲŁũŲŬŵŰ ��LX ŝŲžũŲŬŵŰ ŊňŉŐņňōņŉŋŅňōņŊō&�ō œşŤťŠ ŢŦŠŜŜœ ��LX
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½J�ď: Ćó: �e­ĵ ÷�ǌXrǍ ÌĒö²: ĐĽÍ6 Ćó ��ĐĽ: �ąö�e �ąö²: �Þ

ŊŎ œşŤťŠ ŗŕŚśŖşœ ��LX &� ¼
Ł��ĩ ŉŐőňŌ ōř ǂƛƻǅǄǋƹ+8ÄŞŰŞŵŋŠŏǊŋŖŊŠƍ×³Ûu ��LX ¼
Ł��ĩ ŊňŉŐņňŐņŊŎŅňŐņŋŉ

Ŋŏ Šţşŝ ŚŘśţŁŚŔŅŊœ �,LX ŞŊ �ižħ ŉŐōŐŏ ťŉŅŋ �ƪƸǉŉŇŊƷƛǇƢǇƙ1y×��şŬŋŕŶłŕŠŋŃŊŕŴƍ×³Ûu �,LX Ĩ¸ž<[ ŊňŉŐņňőņňŊŅňőņňŏ

ŊŐ Šţşŝ ŚśŘţŁŕřŅŋ ��LX Şŉ Lqž{4 ŉŐōŋő ŕŉŅŊ ŤœşŤǊŖŤŕ9�À\ƌƑƓŊ�İŖşœƌƑƒ£¬ƂƔƅǃƱǅÄÇƥǅƍ©Ģč¡ ��LX ŝŲžũŲŬŵŰ ŊňŉŐņňőņŊŋŅňőņŋň

Ŋő Šţşŝ ŚŘśţŁŚŔŅŉ ��LX ŞŊ ĲējŁü
 ŉŐōŉő ōř ǀǅƮƹƜǇƛƯƢÄĖŔŬŊŕŶřůŊŠŏƍ×³ǃǋǂǉƲƍZ�ĻG#| ��LX ÐËžĸ? ŊňŉŐņňőņŉňŅňőņŊŎ

ŋň śŝŝ śşŉō Ç+XÕá� Õá= m5Ëžß ŉŐŐŉŊ ŕŊŅŋŅŉ ×³ƪơǅǁƟǉŞŵŤŲŉŅŻřůŻƌſƁƓƭƛƴǁƢƪ Ç+XÕá� m5Ëžß ŊňŉŐņŉňņŉŎŅŉňņŊŎ

ŋŉ šŤś ŖŞŕ �¶LX �� Y
žsN ŉŐōŏŐ ťŉŅŋ ĮUƪƸǉƍ�Į�©ĢƕƐƇşŬŊŕźŋřůŌŠŉŊƍ×³©Ģ �¶LX Y
žsN ŊňŉŐņŉŉņŊŐŅŉŊņňŌ

ŋŊ šŤś ŖŞŕ �¶LX Şŉ Îŀžĸ� ŉŐōŏŐ ťŉŅŋ ĮUƪƸǉƍ�Į�©ĢƕƐƇşŬŊŕźŋřůŌŠŉŊƍ×³©Ģ �¶LX Y
žsN ŊňŉŐņŉŉņŊŐŅŉŊņňŌ

ŋŋ šŤś ŤśşŢ Ç+XÕá� Õá= m5Ëžß ŉŐōŌŎ ŕŉŅŊ âĴ1ĚaÜ�ƍÖƔƅė�c�ƍƼǄƠǅ×�¥UƍċÀ ſýƍ´SULX 2jžƎƈƀ ŊňŉŐņŉŉņŉőŅŉŉņŊŏ

ŋŌ Šţşŝ ŔŝŅŉŌŔŁŚŪŤšŗŕ ſýƍ´SULX Şŉ ç0Ł%Q� ŉŐőňŐ ŕŉŅŉ ŕůłŕŶńţűŃśŵōƍƵƪưƚǉƣƊė�cÏÆ­© ſýƍ´SULX 2jžƎƈƀ ŊňŉőņňŉņŊŉŅňŉņŊő

ŋō śŤśŤ řŗŞ :2dl¨LX �� ôËŁ�� ŉŐōŏő ťŉŅŋ šŮţźƴƶéUƍ©ĢƊĎTº� ��LX g]ž� ŊňŉőņňŊņŉňŅňŊņŉŏ

ŋŎ śŤśŤ řŗŞ �ĪLX &� þËŁxq ŉŐōŏő ťŉŅŋ šŮţźƴƶéUƍ©ĢƊĎTº� ��LX g]ž� ŊňŉőņňŊņŉňŅňŊņŉŐ

ŋŏ œşŤťŠ ŢŦŠŜŜœ ��LX Õá= ;ôž�Ó ŉŐőňō ŕŉŅŊ È�Ħ8�ƾƘǄƟǄƦƗƝƮǆǉƢƗǄƦǋǅǂƬƢǄǆǋƲƤƗǅƍ}î©ĢI+ƍđ¤ ��LX ;ôž�Ó ŊňŉőņňŊņŊŎŅňŋņňŎ

ŋŐ œşŤťŠ ŢŦŠŜŜœ ��LX &� ŝŲŁũŲŬŵŰ ŉŐőňō ŕŉŅŊ È�Ħ8�ƾƘǄƟǄƦƗƝƮǆǉƢƗǄƦǋǅǂƬƢǄǆǋƲƤƗǅƍ}î©ĢI+ƍđ¤ ��LX ;ôž�Ó ŊňŉőņňŊņŊŎŅňŋņňŋ

ŋő ŘţŞŅŽ šŦŞœ LĶLX Ŗŉ ¦ž�~ ŉŐŐňŉ Ōř ÃĻ��ŞŰŋŤŭŊƍƹƞƶǉƭƛƴǁƢƪ É¨�Ąò8Õá� �Ł>ă ŊňŉőņňŊņŉŉŅňŊņŊň

Ōň ŘţŞŅŽ šŦŞœ thLX &� Ĳējžn ŉŐŐňŉ Ōř ÃĻ��ŞŰŋŤŭŊƍƹƞƶǉƭƛƴǁƢƪ É¨�Ąò8Õá� �Ł>ă ŊňŉőņňŊņŉŉŅňŊņŊŉ

Ōŉ şśŤť şřŅǎ �,LX &� RgžLĜ ŉŐőňŏ ŕŉŅŊ ŞŵŤŲŁƌſƁƓI)Ļ»�ƍ×³ƪơǅǁƟǉƍƭƛƴǁƢƪ �,LX RgžLĜ ŊňŉőņňŋņŉŏŅňŋņŊŏ

ŌŊ şśŤť şřŅǎ �,LX �� �Ăž. ŉŐőňŏ ŕŉŅŊ ŞŵŤŲŁƌſƁƓI)Ļ»�ƍ×³ƪơǅǁƟǉƍƭƛƴǁƢƪ �,LX RgžLĜ ŊňŉőņňŋņŉŐŅňŋņŊŋ

ŉŐőňő ťŉŅŋ ¯ƖƆèÑ¥UĤ°×��ŪŭŋţźŌœŴŉŊŁƍ×³©Ģ

ŉŐőŉň ťŉŅŋ řŬŅšŮŅťŭŁŊŇŉŁğ�ð�ƍ×³©Ģ

ŌŌ œşŤťŠ ŗŕŚśŖşœ �,LX &� Hēž�s ŉŐőňő ťŉŅŋ ¯ƖƆèÑ¥UĤ°×��ŪŭŋţźŌœŴŉŊŁƍ×³©Ģ �,LX �Ăž. ŊňŉőņňŋņŊŎŅňŌņňŊ

Ōō œşŤťŠ ŔśŝŔŪ ,�koãLX Õá= Ă
žõM ŉŐőŉŊ ŕŉŅŊ Z�ƌ/ �ƋĠǁƫǅƍ©Ģ3ĉ+ ,�koãLX Ă
žõM ŊňŉőņňŋņŊňŅňŋņŋŉ

ŌŎ œşŤťŠ ŔśŝŔŪ �ĪLX &� ć�ž�ĕ ŉŐőŉŉ ŕŉŅŊ ŤœşŤÀ\ƌƑƓ Uġĥ�ƽƨƢǅƍšŶŴżłŷŸŶŷżŴůŵůŁŶŻŲŮůŃf�ƍ´<Įƍµ\ �ĪLX ć�ž�ĕ ŊňŉőņňŋņŊňŅňŋņŊő

Ōŏ œşŤťŠ ŔśŝŔŪ :2dl¨LX ��� g�ž*[ ŉŐőŉŉ ŕŉŅŊ ŤœşŤÀ\ƌƑƓ Uġĥ�ƽƨƢǅƍšŶŴżłŷŸŶŷżŴůŵůŁŶŻŲŮůŃf�ƍ´<Įƍµ\ �ĪLX ć�ž�ĕ ŊňŉőņňŋņŊňŅňŋņŋŉ

œşŤťŠ ŗŕŚśŖşœ �,LX �� �Ăž. �,LX �Ăž. ŊňŉőņňŋņŊŌŅňŌņňŊŌŋ


